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＜期待される成果＞

成果1: セネガル川流域のコメ開発戦略/マスタープラン(2018-2027)に沿って、 セネガル川流域の
 稲作開発が実行される。

成果2 : プロジェクト対象地域の灌漑インフラ・関連インフラ整備が適切に運営・維持管理される。

成果3: プロジェクト対象地域の水稲の生産性と籾の品質が向上する。

成果4 : プロジェクト対象地域のサービスプロバイダーのサービスが強化される。

成果5： コメの二期作システムが対象地域に普及される。

バケル

プロジェクト対象地域位置図

カネル県
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要約 

国際協力機構（JICA）は、2004 年から 2006 年まで、稲作再編計画調査を実施し、セネガル全

土における稲作振興にかかるマスタープランを策定した。セネガル川流域では、灌漑開発、生産

性向上、精米品質改善等の 7 つのプロジェクトが提案された。本マスタープランに基づき、セネ

ガル政府、JICA および各ドナーは、セネガル川流域におけるコメ生産にかかる支援を強化した。

その結果、2004 年は 20%程度であったコメの自給率は、2015 年には 39%まで上昇した。 

しかし、セネガル政府がセネガル農業発展促進プログラム（PRACAS）で掲げるコメの自給達

成という目標には更なる努力が必要であると同時に、稲作再編計画調査以来、セネガル川流域の

コメセクターを取り巻く社会環境は急速に変化したため、これに対応することが求められていた。

このような背景の下、セネガル川流域のコメセクターを対象とした新たなマスタープランの策定

とコメの自給達成に向けた技術支援を行うため、2016 年 4 月から 2021 年 11 月にセネガル川流域

灌漑稲作生産性向上プロジェクト（以下、本プロジェクト）を実施した。 

本プロジェクトは、以下に示す 5 つの成果の発現によって、セネガル川下流域に位置するダガ

ナ県およびポドール県におけるコメの生産量と質を向上することを目標としている。 

成果 1： セネガル川流域部分のコメ開発戦略／マスタープラン（2018 – 2027）に沿

って、セネガル川流域の稲作開発が実行される。 
成果 2： 灌漑インフラ・関連インフラ整備が適切に運営・維持管理される。 
成果 3： プロジェクト対象地域の水稲の生産性と籾の品質が向上する。 
成果 4： プロジェクト対象地域のサービスプロバイダーのサービスが強化される。 
成果 5： コメの二期作システムが対象地域に普及される。 

成果 1 では、実施機関であるセネガル川デルタ・セネガル川ファレメ流域整備開発公社（SAED）

と連携し、マスタープランタスクフォースを設立の上、マスタープラン（2018-2027）を策定した。

本マスタープランは、農業農村施設省（MAER）による承認を得た。これを受け、SAED は、関

係機関やドナーと連携し、マスタープランで提案したプログラムの実施に向けた活動を行ってい

る。このことより、成果 1 は達成したと評価することができる。 

成果 2 では、灌漑地区を管理する経済利益グループ（GIE）の組織強化、灌漑施設維持管理およ

び水管理にかかる能力の強化を行った。活動としては、座学や実習での研修を行った後、研修参

加者の活動状況のモニタリングと評価を行い、活動の改善を図った。モニタリングの結果、研修

を受講した GIE は、維持管理および水管理にかかる計画を策定し、計画に沿って、維持管理・水

管理活動を行うことにより、灌漑費用を削減していることを確認した。このことより、成果 2 は

達成したと評価することができる。 

成果 3 では、SAED 普及員および生産者の栽培技術および種子生産技術にかかる能力の強化を

目的とし、技術研修を行った。また、SAED 全支所の普及員による統一的な技術普及およびモニ

タリングを支援するため、普及・モニタリングシステムを確立した。SAED 普及員は、本システ

ムに基づき、技術普及を行っている。これら活動の結果、SAED 普及員に指導を受けた生産者が

収量を増加するとともに、種子生産者は、推奨種子生産技術を適用していることを確認した。収

穫後処理分野では、精米業者の能力の強化を目的とし、精米技術にかかる研修を実施した。更に、

小規模精米業者への精米選別機導入による精米品質の向上を実証するため、精米選別機を貸与し、

精米生産状況をモニタリングした。これら活動の結果、研修を受講した精米業者は、推奨技術を

適用していること、選別機を導入した小規模精米業者の精米品質が向上していることを確認した。
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このことより、成果 3 は達成したと評価することができる。 

成果 4 では、農業機械サービスプロバイダーに対し、農業機械の運用や維持管理、事業運営に

かかる研修を行った。また、サービスプロバイダーのビジネス拡大と GIE の農業機械へのアクセ

スの改善を目的とし、事業拡大セミナーを開催した。更に、農業機械サービスプロバイダーのネ

ットワークを設立し、サービスプロバイダー間の関係強化を支援した。これらの結果、サービス

プロバイダーが、農業機械の運用や維持管理にかかる能力を向上するだけでなく、経営拡大が行

われていることを確認した。このことより、成果 4 は達成したと評価することができる。 

成果 5 では、二期作推進にかかる活動を行った。①二期作計画、②ブロック管理、③セネガル

農業銀行（LBA）による通年融資、から構成される二期作システムをパイロット地区にて実証し

た。実証の結果、本システムは、二期作の導入と実現に対し、有効であることを確認した。本シ

ステムの普及に向け、SAED が選定した 5 つの灌漑地区に対し、システムの活用にかかる研修を

行った。研修を受講した灌漑地区の内、3 つの灌漑地区は、本システムを適用し、二期作に成功

した。このことより、成果 5 は達成したと評価することができる。 

上記の成果が発現したことで、本プロジェクトは、プロジェクト目標をほぼ達成することがで

きた。プロジェクト終了後、セネガル川流域におけるコメの生産量と質を向上するという上位目

標の達成に向け、SAED は、関係機関やドナーと連携し、以下に示す課題に取り組んでいくこと

が求められる。 

- マスタープランに沿った開発の継続とプログラム／プロジェクトの進捗のモニタリン

グ結果を踏まえた計画の見直し 
- SAED の要員強化 
- 生産者間普及による参加型維持管理／水管理活動のセネガル川流域全域への普及 
- 普及・モニタリングシステムに則った普及活動の継続 
- 種子生産技術普及の強化 
- 品種普及体制の構築 
- 籾保管倉庫の増強 
- 収穫後処理マニュアルの普及を通じた精米技術の改善 
- 小規模精米業者に対する融資の拡大 
- 農業機械化戦略に沿った農業機械化の促進 
- 本プロジェクトで養成された人材を活用した農業機械サービスプロバイダーの継続的

な能力強化 
- 二期作の推進 
- コメサプライチェーンの関与者の連携強化 



セネガル国セネガル川流域灌漑稲作生産性向上プロジェクト 

P-1 

プロジェクト活動写真 

合同調整委員会 カウンターパート（C/P）会議 

エジプトでの第 3 国研修 最終セミナー 

問題分析ワークショップ マスタープランセミナー 

生産者組織への能力強化研修 SAED 普及員への維持管理・水管理にかかる指導者育成

研修 
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生産者による維持管理活動 生産者が講師となった維持管理・水管理研修 

SAED 普及員に対する雑草管理にかかる研修 SAED 普及員による普及モニタリングシートを利用し

た灌漑稲作技術普及活動 

生産者圃場における新品種展示のモニタリング 種子生産者組合に対する種子生産技術研修 

SAED 普及員に対する籾水分計の操作指導 圃場における収穫籾の水分モニタリング 
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小規模精米業者に導入した精米選別機 小規模精米業者に対する精米選別機の運転指導 

農業機械オペレーター向け研修 
（トラクターの操作説明） 

農業機械オペレーター向け研修 
（コンバインハーベスターの操作説明） 

農業機械サービスプロバイダー事業拡大セミナー 小型農業機械の運搬にかかる指導 

二期作システムの説明にかかるワークショップ 二期作パイロット事業にかかる評価ワークショップ 
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単位・通貨 

長さ 重量 
mm = Milimetre(s) g   = Gram (s) 
cm = Centimetre(s) kg   = Kilogram(s) 
m  = Meter(s) ton  = Metric ton(s) 
km = Kilometer (s)  
 時間 

面積 sec = Second(s) 
cm2 = Square centimeter(s) min = Minute(s) 
m2  = Square meter(s) hr  = Hour(s) 
km2 = Square-kilometer(s)  
ha  = Hectare(s) (10,000 m2) その他 
 °C  = Degrees Celsius 

体積 %  = Percent 
cm3 = Cubic centimeter(s)  
m3  = Cubic meter(s) 通貨 
L  = Liter (1,000 cm3) EUR  = Euro 
 FCFA  = Franc(s) CFA  
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第 1 章 プロジェクトの概要 

1.1 プロジェクトの背景 

セネガル政府は、セネガル農業発展促進プログラム（PRACAS）で 2017 年までに 160 万 ton の

コメ生産（籾ベース）を達成し、自給を目指すことを掲げている。生産目標は、下表に示すとお

りセネガル川流域、アナンベ盆地、天水稲作地域毎に示されている。中でも、セネガル川流域は

豊富な水資源に支えられた安定した生産基地として、全生産目標の 57%（912,000 ton）が割り振

られている。 

表 1.1.1 PRACAS における籾生産量の目標（ton） 
年 セネガル川流域 アナンベ盆地 天水稲作地域 合計 

2014 585,000 23,400 360,000 968,400 
2015 780,000 36,000 420,000 1,236,000 
2016 845,000 42,000 560,000 1,447,000 
2017 912,000 48,000 640,500 1,600,500 

出典： PRACAS 

国際協力機構（JICA）はセネガルのコメ分野の包括的な振興の重要性に着目し、2004 年から 2
年間にわたり、セネガル全土を対象とした稲作再編計画調査を実施した。本調査の結果、稲作振

興のためのマスタープランが立案され、セネガル川流域では、灌漑開発、生産性向上、精米品質

改善等の 7 プロジェクトが提案された。このマスタープランを指針として各ドナーが協力を行い、

より秩序だったコメ生産が進められるようになった。 

JICA は更に、稲作再編計画調査での提案を実現すべく、2010 年から 4 年間、セネガル川流域灌

漑地区生産性向上プロジェクト（PAPRIZ）を実施した。PAPRIZ では、イネ生産技術改善、灌漑

施設維持管理、精米品質向上を目的とし、活動を実施した。結果、ダガナおよびポドール県のパ

イロット地区の単位収量および農家収入を向上しただけでなく、精米選別機の導入を通じ、精米

品質の向上を実現した。更に、セネガル政府および各ドナーによる国産米生産への支援強化と相

まって、2004 年に 20%足らずであったコメの自給率は、2015 年には 39%まで上昇した。 

しかしながら、PRACAS が示すコメの自給達成には更なる努力が必要であると同時に、稲作再

編計画調査以来、セネガル川流域のコメセクターを取り巻く社会環境は急速に変化しており、新

たなマスタープランの策定が求められている。 

このような背景の下、セネガル政府は、セネガル川流域のコメセクターを対象とした新たなマ

スタープランの策定と、PAPRIZ によるパイロット地区での成果をダガナ県およびポドール県にお

いて面的拡大を図り、国産米の生産量増加と品質の向上を実現すべく、技術協力プロジェクトの

実施を要請した。本要請に基づき、JICA は、詳細計画策定調査を経て、2016 年 2 月 15 日に農業

農村施設省（MAER）、セネガル川デルタ・セネガル川ファレメ流域整備開発公社（SAED）、経済

財務計画省と協議議事録（R/D）を交わし、セネガル川流域灌漑稲作生産性向上プロジェクト

（PAPRIZ2）（以下、本プロジェクトまたは PAPRIZ2）の実施に至った。 

1.2 プロジェクトの目標及び期待される成果 

本プロジェクトの目的は、表 1.2.1 に示すとおり、セネガル川流域コメセクターのマスタープラ

ン（2018 年-2027 年）の策定と、PAPRIZ の成果の面的拡大を通じた国産米の生産量増加と品質向

上である。 
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表 1.2.1 本プロジェクトの目標と期待される成果 
【プロジェクト目標】ダガナ県、ポドール県における灌漑稲作地域のコメの生産と質が向上する 

 【成果 1】 セネガル川流域部分のコメ開発戦略／マスタープラン（2018 – 2027）に沿って、セ

ネガル川流域の稲作開発が実行される 
 【成果 2】 灌漑インフラ・関連インフラ整備が適切に運営・維持管理される 
 【成果 3】 プロジェクト対象地域の水稲の生産性と籾の品質が向上する 
 【成果 4】 プロジェクト対象地域のサービスプロバイダーのサービスが強化される 
 【成果 5】 コメの二期作システムが対象地域に普及される。 

出典: PAPRIZ2 チーム 

1.3 プロジェクト対象地域 

本プロジェクトの対象地域は、成果 1 にかかる活動では、セネガル川流域（SAED のダガナ・

ポドール・マタム・バケル各支所管轄地域）、成果 2～成果 5 にかかる活動では、ダガナ県および

ポドール県である。 

1.4 プロジェクト実施体制 

本プロジェクトの実施体制を図 1.4.1 に示す。

責任機関は、MAER であり、実施機関は、SAED
である。合同調整委員会（JCC）がプロジェクト

の実施計画にかかる協議と承認、及びプロジェク

トの進捗をモニタリングする。なお、マスタープ

ラン策定については、タスクフォースを設立し、

SAED と関係機関の連携を促進する。タスクフォ

ースの構成メンバーと主な活動は、表 1.4.1 のと

おりである。 

表 1.4.1 タスクフォース構成メンバーと主な活動 
1. マスタープランタスクフォース構成メンバー 
SAED、セネガル農業銀行（LBA）、アフリカライスセンター、セネガル農業研究所（ISRA）、農業・農村普及

庁（ANCAR）、州農村開発局（DRDR）、コメ専門委員会（CIRIZ）、湖・表流水事務局（OLAC） 
2. 主な活動 
マスタープラン策定作業、組織間の連携強化、関連組織へのマスタープラン策定にかかる進捗状況と内容の共

有、各組織の要望の収集とマスタープランへの反映  
出典: PAPRIZ2 チーム 

出典: PAPRIZ2 チーム 

図 1.4.1 プロジェクト実施体制 
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第 2 章 プロジェクトの成果にかかる達成度 

プロジェクトの成果にかかる達成度を次表に示す。 

表 2.1.1 プロジェクトの成果にかかる達成度 
指標 達成度 

成果 1： セネガル川流域部分のコメ開発戦略／マスタープラン（2018 – 2027）に沿って、セネガル川流域の稲

作開発が実行される。 
1-1. セネガル川流域部分

のコメ開発戦略／マ

スタープラン作成に

かかるタスクフォー

スが設立され、適切

に機能する。 

達成状況：達成した。 
- セネガル川流域部分のコメ開発戦略／マスタープラン作成かかるタスクフォー

スが設立された。タスクフォースは、適切に機能し、マスタープランを策定した。

このことより、本指標は達成したと評価できる。 

1-2. MAER によりセネガ

ル川流域部分のコメ

開発戦略／マスター

プランが承認され

る。 

達成状況：達成した。 
- MAER は、セネガル川流域部分のコメ開発戦略／マスタープランを承認した。

このことより、本指標は達成したと評価できる。 

1-3. セネガル川流域のコ

メ開発のために成果

2 から成果 5 にかか

る活動の結果が利用

される。 

達成状況：達成した。 
- SAED は、成果 2 から成果 5 の活動の教訓を踏まえ、第 13 次ミッションレター

を作成した。 
- プロジェクトは、成果 2 から成果 5 の教訓を取りまとめ、プロジェクト持続性担

保のための提言を報告書として取りまとめた。 
- 上記を踏まえ、本指標は達成したと評価できる。 

成果 2： 灌漑インフラ・関連インフラ整備が適切に運営・維持管理される。 
2-1. 灌漑施設維持管理研

修を受講した 70%の

経済利益グループ

（GIE）が、維持管理

計画を作成する。 

達成状況：達成した。 
- 維持管理研修を受講した 12 GIE（小規模灌漑地区）の内、10 GIE（83%）が、維

持管理計画書を作成した。このことより、本指標は達成したと評価できる。 

灌漑地区名 
計画書

作成 
水路 
掃除 

畦畔 
構築 

乾燥 
均平 

湿潤 
均平 

水路 
修理 

Nianga Dieri ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ － 
Wadabe ✔ ✔ － ✔ ✔ － 
Figo 8C ✔ ✔ － ✔ ✔ － 
Pendao 8D ✔ ✔ － ✔ ✔ ✔ 
Ngendar 2E ✔ ✔ － － － － 
Ngendar 2C ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ － 
Diambo Diaobe － － － － － － 
Thiofy Suma ✔ ✔ ✔ ✔ － ✔ 
Guédé IT2 － ✔ － － － － 
Guédé IT3 ✔ ✔ － － － － 
Guia4 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ 
Thilé-Bubakar ✔ ✔ ✔ ✔ ✔  

結果 
83% 

（10/12） 
維持管理計画を作成した 10 地区の内、全ての地区で何ら

かの維持管理活動を実施している。 
注*1： ✔：実施済み。－：未実施を示す。 

2-2. 10 GIE が小規模な維

持管理のための基金

を設立する。 

達成状況：達成した。 
- 計 10 GIE が、小規模な維持管理基金を設立した。このことより、本指標は達成

したと評価できる。 

灌漑地区名 設立状況 徴収方法 
1 人当たり

の徴収額 
（FCFA） 

徴収金額 
合計 

（FCFA） 
Nianga Dieri 設立済 収穫した籾 2 袋を徴収 12,000 384,000  
Wadabe 設立済 現金で定額を徴収 2,500 130,000 
Figo 8C 設立済 現金で定額を徴収 2,000 64,000 
Pendao 8D 未設立 － － － 
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指標 達成度 
Ngendar 2E 設立済 独自の維持管理基金運用方法を実施 
Ngendar 2C 設立済 現金で定額を徴収 13,000 390,000 
Diambo Diaobe 未設立 必要に応じて徴収 
Thiofy Suma 設立済 現金で定額を徴収 － 200,000 
Guédé IT2 設立済 現金で定額を徴収 － 300,000 
Guédé IT3 設立済 現金で定額を徴収 2,500 125,000 
Guia 4 設立済 － － 400,000 
Thilé-Bubakar 設立済 現金で定額を徴収 － 300,000 

結果 維持管理基金設立：10 GIE 
 

2-3. 維持管理計画を作成

した 60%の GIE が、

計画に沿った活動を

実施する。 

達成状況：達成した。 
- 維持管理計画を作成した 10 GIE の内、全 10 GIE（100%）で計画に沿った維持管

理活動（水路掃除・除草、畦畔構築、圃場均平、水路修理）を灌漑地区および生

産者の圃場で実施した（指標 2-1 の結果参照）。このことより、本指標は達成し

たと評価できる。 
2-4. 研修を受講した 70%

の GIE が灌漑費用を

5%削減する。 

達成状況：達成した。 
- 水管理研修を受講した 11 GIE の内、8 GIE（73%）で、ポンプの運転費用（電気

代または燃料費）が 5%減少した。このことより、本指標は達成できたと評価で

きる。 

灌漑地区名 
ポンプ運転費（FCFA/ha） ポンプ運転費 

比較*1 
結果 

ベースライン エンドライン 
Nianga Dieri 129,304 112,795 －12.8% 5%以上減少 
Wadabe 60,952 79,894 ＋31.1% 達成ならず 
Figo 8C 121,986 121,416 －0.5% 達成ならず 
Pendao 8D 71,907 70,510 －1.9% 達成ならず 
Ngendar 2E 113,216 92,834 －18.0% 5%以上減少 
Ngendar 2C 107,497 88,446 －17.7% 5%以上減少 
Diambo Diaobe*2 － － － 作付けせず 
Thiofy Suma 107,420 98,905 －7.9% 5%以上減少 
Guédé IT2 109,385 79,255 －27.5% 5%以上減少 
Guédé IT3 96,940 83,840 －13.5% 5%以上減少 
Guia4 104,145 90,390 －13.2% 5%以上減少 
Thilé-Bubakar 91,700 63,535 －30.7% 5%以上減少 

結果 73% （8/11） 
注*1： 各地区のベースラインと比較し、-（マイナス）は減少、+（プラス）は増加を示す。 
注*2： 灌漑施設の改修を行ってたため、エンドライン時に作付けしていない。 

成果 3： プロジェクト対象地域の水稲の生産性と籾の品質が向上する。 
3-1. SAED 普及員による

稲作技術指導を受け

た生産者が、収量を

5%増加する。 

達成状況：部分的に達成した。 
- 稲作技術指導を受けた生産者の乾季作における収量は、5%以上増加した一方、

雨季作における収量は目標を達成できなかった。 

作期 県 
収量（ton/ha） 

指導前（2019 年） 指導後（2020 年） 増加率 
乾季作 ダガナ 6.54 7.27 ＋11.2% 

ポドール 5.38 5.97 ＋10.9% 
雨季作 ダガナ 5.73 3.90 －31.9% 

ポドール 5.27 5.40 ＋2.5% 
- 雨季作未達の原因は、例年と比べ、降雨量が多く、病害虫被害（特にカメムシ被

害）が深刻であったためである。 
3-2. SAED により灌漑稲

作技術を普及するた

めの普及・モニタリ

ングシステムが承認

される。 

達成状況：達成した。 
- SAED により灌漑稲作技術を普及するための普及・モニタリングシステムが承認

された。このことより、本指標は達成したと評価できる。 

3-3. ポドール県の 20 GIE
／ユニオンに、イネ

の品種情報が普及さ

れる。 

達成状況：達成した。 
- セネガル川流域の 28 灌漑地区に、品種展示圃場を設置し、イネの品種情報の普

及を行った*1。このことより、本指標は達成したと評価できる。 
No. 品種展示を行った灌漑地区 展示品種 品種展示を行った作期 

(1) ダガナ県 
1 Rosso ISRIZ 13･14 2019 年乾季作 
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指標 達成度 
2 Daittene ISRIZ 10･11 2019 年乾季作 

3 Kassack Nord 
ISRIZ 13･14 2019 年乾季作 
ISRIZ 10 2019/20 年雨季作 

4 Thilene 
ISRIZ 13･14 2019 年乾季作 
ISRIZ2 2020 年乾季作 

5 Debi Tiguet ISRIZ 10･11 2019 年乾季作 
6 3PRD ISRIZ 10 2019 年乾季作 
7 Dagana ISRIZ 10･11 2019 年乾季作 
8 Private Nadiel ISRIZ 10･11 2019 年乾季作 
9 Boundoum ISRIZ 10 2020 年乾季作 

(2) ポドール県 

10 Guede Chantiers 3 
ISRIZ 3･5･14  2019 年乾季作 
ISRIZ 2･7 2020 年乾季作 

11 Diama Alwaly ISRIZ 3･5･14 2019 年乾季作 
12 Meri ISRIZ 3･14 2019 年乾季作 
13 Salde ISRIZ 3･5･14 2019 年乾季作 

14 Gali 
ISRIZ 5 2019/20 年雨季作 
ISRIZ 2･7 2020 年乾季作 

15 Nianga Dieri ISRIZ 2･7 2020 年乾季作 
(3) マタム県 

16 Garly ISRIZ 5･7･15 2019 年乾季作 
17 Bossea1 ISRIZ 1･3･5･15 2019 年乾季作 
18 Nguidjilone ISRIZ 5･15 2019 年乾季作 
19 Ballel ISRIZ 1 2019/20 年雨季作 
20 Ngollou Ndayna ISRIZ 1 2019/20 年雨季作 
21 Orchadiere ISRIZ 2 2020 年乾季作 
22 Cobilo ISRIZ 2 2020 年乾季作 

(4) バケル県 

23 Collengal 
ISRIZ 1･12 2019/20 年雨季作 
ISRIZ 10･12 2020 年乾季作 

注*1： SAED と協議し、セネガル川流域全域で活動を行うこととなったため、本指標は、

セネガル川流域全域を対象として評価を行った。 
3-4. ポドール県の種子生

産技術研修を受講し

た 50%の種子生産者

が、適正生産技術を

適用する。 

達成状況：達成した。 
- ポドール県の種子生産技術研修を受講した 50%以上の種子生産者が、適正生産技

術を適用していることを確認した。このことより、本指標は達成したと評価でき

る。 
種子生産要素技術 移植（対象生産者数：3 名） 直播（対象生産者数：13 名） 

研修前 研修後 研修前 研修後 
代掻き 3 3 4 7 
均平 3 3 4 11 
種子選別（目視によ

る選別） 
0 3 2 7 

種子選別（水選） 0 0 2 7 
発芽試験 0 2 1 5 
苗代の播種密度 
（4 kg/10m2 程度） 

1 3 - - 

育苗日数（24 日程度） 0 1 - - 
除草 3 3 6 13 
異株除去 3 3 6 12 

合計 13 21 25 62 
技術適用率 48.1%（13/27） 77.8%（21/27） 27.5%（25/91） 68.1%（62/91） 

 

3-5. 籾倉庫の 70%で籾水

分管理が行われる。 
達成状況：達成した。 
- 籾倉庫の 73%で籾水分管理が行われていることを確認した。このことより、本指

標は達成したと評価できる。 
項目 ダガナ ポドール 合計 

籾の水分管理が行われるべき圃場および籾倉庫数*1 40 24 64 
実際に水分管理が行われた圃場および籾倉庫数 32 15 47 



プロジェクト事業完了報告書 

2-4 

指標 達成度 
水分管理が行われた圃場および籾倉庫の割合 80.0% 62.5% 73.4% 

注*1： 本指標の達成状況は、籾倉庫での籾水分管理状況だけでなく、圃場単位における籾水分

管理状況も含み、評価を行った。 
3-6. 精米機器の維持管

理、調整および修理

にかかる研修を受講

した ANR に所属す

る 95%の精米業者

が、推奨技術を適用

する。 

達成状況：達成した。 
- 研修を受講した 100%の精米業者が、推奨技術を適用していることを確認した。

このことより、本指標は達成したと評価できる。 
回答者数 推奨技術を適用している 推奨技術を適用していない 適用度 

15 15 0 100% 
 

3-7. 精米技術にかかる研

修を受講した 70%の

小規模精米業者が、

移転された技術に満

足する。 

達成状況：達成した。 
- 精米技術にかかる研修を受講した 91%の小規模精米業者が、移転された技術に満

足していることを確認した。このことより、本指標は達成したと評価できる。 
研修回数 受講者数 満足 不満足 不問 研修満足度 

1 40 33 7 0 82.5% 
2 23 21 2 0 91.3% 
3 25 25 0 0 100% 
4 24 23 1 0 95.8% 
5 20 15 3 2 75.0% 
6 20 19 1 0 95.0% 
7 14 14 0 0 100% 
8 21 18 3 0 85.7% 
9 20 19 1 0 95.0% 
10 15 15 0 0 100% 
11 21 19 2 0 90.5% 
12 12 12 0 0 100% 

合計*1 255 233 20 2 91.4% 
注*1： 合計の受講者数は、延べ人数を示す。 

3-8. 精米選別機を貸与し

た小規模精米業者

が、精米を大きさに

よって適切に選別す

る。 

達成状況：達成した。 
- 精米選別機を貸与した小規模精米業者が、精米を大きさ精米を大きさによって適

切に選別していることを確認した。このことより、本指標は達成したと評価でき

る。 

3-9. 精米選別機を貸与し

た小規模精米業者

が、販売精米量を増

加する。 

達成状況：達成した。 
- 精米選別機を貸与した小規模精米業者は、精米出荷量を 10.5%、精米販売額を

29.4%増加していることを確認した。このことより、本指標は達成したと評価で

きる。 

項目 
精米選別機貸与前 

（2018年） 
精米選別機貸与後 

（2020年） 
増加率 

年間精米出荷量（kg） 1,876,965 2,073,282 10.5% 
年間精米販売額（FCFA） 408,888,210 529,191,991 29.4% 
精米販売単価平均額（FCFA）*1 217 255 17.5% 
注*1： 精米選別を行うことにより、精米選別機貸与前と比べ、精米販売単価が増額と

なった。 
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指標 達成度 
成果 4： プロジェクト対象地域のサービスプロバイダーのサービスが強化される。 
4-1. ダガナ県およびポド

ール県の 80%の農業

機械サービスプロバ

イダーが、農業機械

操作、維持管理およ

び運用管理にかかる

研修に参加する。 

達成状況：達成した。 
- ダガナ県とポドール県の農業機械サービスプロバイダーの 81%が基礎研修に参

加した。 
- 基礎研修に参加した農業機械サービスプロバイダーの 83%がリフレッシュ研修

に参加した。 
項目 基礎研修 リフレッシュ研修 

参加したサービスプロバイダー数 104 87 
参加率 81.9%（104/127）*1 83.6%（87/104）*2 
注*1： 2018 年のサービスプロバイダー数（127）を母数と設定した。 
注*2： 基礎研修に参加したサービスプロバイダーのみしかリフレッシュ研修に参加

できないため、基礎研修に参加したサービスプロバイダー数（104）を母数と

設定した。 
- 上記より、本指標は達成したと評価できる。 

4-2. ダガナ県とポドール

県の各パイロット地

区における GIE メン

バーの 70%が農業機

械サービスプロバイ

ダーによるサービス

の可用性と質に満足

する。 

達成状況：達成した。 
- 計 7 GIE の内、7 GIE で、70%以上の組合員が、サービスプロバイダーのサービ

スの可用性と質に満足していることを確認した。このことより、本指標は達成し

たと評価できる。 

灌漑地区 
耕耘整地 

平均 
適時作業 作業の質 

Pont Gendarme 54.1% 97.3% 75.7% 
Kassack Nord 82.1% 94.9% 88.5% 
Fanaye SP1 96.3% 72.2% 84.3% 
Wodabé 100% 70.8% 85.4% 
Fanaye8 100% 100% 100% 
Nianga Diery 100% 73.7% 86.9% 
Diambo Diaobé 100% 100% 100% 

 

4-3. パイロット活動地区

でサービスを展開す

る 80%の農業機械サ

ービスプロバイダー

が、農業機械にかか

る技能試験に合格す

る。 

達成状況：達成した。 
- 計 9 サービスプロバイダーの内、9サービスプロバイダーが技能試験に合格した。

このことより、本指標は達成したと評価できる。 

プロバイダー 
各分野における合格数 

合否 
耕耘整地 収穫 事業運営 

CEMA de Pont Gendarme 14/14 12/12 6/6 32/32（合格） 
Ets. Diallo et Frères 14/14 未所有 6/6 20/20（合格） 
GIE Thierno Yaya BA 14/14 12/12 6/6 32/32（合格） 
GIE Fongo Mayo 未所有 12/12 6/6 18/18（合格） 

CEMA de Kassack Nord 14/14 
サービス提

供無し 
3/6 17/20（合格） 

Union Fanaye SP1 13/14 未所有 5/6 18/20（合格） 
GIE Diokkere endam 14/14 12/12 4/6 30/32（合格） 
Union PIV de Fanaye 14/14 未所有 6/6 20/20（合格） 
Union Ndiawar 14/14 未所有 2/6 16/20（合格） 

 

4-4. パイロット活動地区

でサービスを展開す

る民間農業機械サー

ビスプロバイダー

が、新しい顧客へサ

ービスを提供する 

達成状況：達成した。 
- パイロット活動サイトでサービスを提供する計 4 民間サービスプロバイダーの

すべてが新規顧客を開拓し、サービスを提供していることを確認した。このこと

より、本指標は達成したと評価できる。 
プロバイダー 新規顧客 サービス 

開始時期 
サービスの 

種類 
Ets. Diallo et Frères Union des GIE de Guede chantier, 

Guede  
2020 年 10 月 耕耘整地 

GIE Thierno Yaya BA Union des GIE de Colonat 2020 年 7 月 収穫 
GIE Fongo Mayo Union de Kassack Nord 2019 年 7 月 収穫 
GIE Diokkere endam Groupement Iba MBODJI 

GIE des prives de RONKH, Rosso 
2019 年 7 月 
2018 年 7 月 

収穫 

 

成果 5： コメの二期作システムが対象地域に普及される。 
5-1. 効果的な二期作シス

テムが確立される。 
達成状況：達成した 
- 選定した二期作パイロット地区（全 3 地区）の内、2 地区にて、二期作計画、ブ
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指標 達成度 
ロック管理および通年融資から成る二期作システムを適用し、二期作を成功し

た。このことより効果的な二期作システムを確立したと評価できる。 
5-2. 5 つのユニオンが二

期作システムにかか

る研修を受講する。 

達成状況：達成した。 
- 二期作パイロット地区を除く 5 つのユニオン／GIE（PIV Ahmadou Niama Ba、

Debi-Tiguette、Diawar、PIV KAD Elimane、Niandane OFADEC 2）に対し、二期作

システムの研修を実施した。このことより、本指標は達成したと評価できる。 
5-3. パイロット地区を除

く 2 灌漑地区が二期

作システムを適用す

る。 

達成状況：達成した。 
- 二期作パイロット地区を除く 3 つのユニオン／GIE（PIV Ahmadou Niama Ba、

Debi-Tiguette、PIV KAD Elimane）は、二期作システムを適用し、二期作を成功

した。このことより本指標は達成したと評価できる。 
出典： PAPRIZ2 チーム 

上表より、プロジェクトの各成果は達成したと評価できる。 
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第 3 章 プロジェクト目標にかかる達成度 

プロジェクト目標にかかる達成度を次表に示す。 

表 3.1.1 プロジェクト目標にかかる達成度 
指標 達成度 

プロジェクト目標： ダガナ県、ポドール県における灌漑稲作地域のコメの生産と質が向上する。 
1. 2015 年と比べ、ダガ

ナ県およびポドー

ル県におけるイネ

生産量が 4%増加す

る。 

U達成状況：部分的に達成した。 
- 乾季作の籾生産量は、10.6%増加したが、雨季作の籾生産量は、特にダガナ県で虫

害が深刻であったため、50.6%減少した。このことより、本指標は部分的に達成し

たと評価できる。 

作期 
籾生産量（ton） 

増加率 ベースライン結果 
（2015 年） 

エンドライン結果 
（2020 年） 

乾季作 268,403 296,906 ＋10.6% 
雨季作 123,184 60,849 －50.6% 

合計 391,587 357,755 －8.6% 
 

2. 2015 年と比べ、ダガ

ナ県およびポドー

ル県における精米

歩合が 1%増加す

る。 

U達成状況：未達成。 
- 精米歩合の増加率は、0.3%（ベースライン：62.7%、エンドライン：63.0%）に留ま

った。 
- 目標未達の原因は、籾倉庫容量の不足により、ユニオン/GIE が収穫後の籾を適正に

保管できず、籾の品質低下を招き、結果として精米歩合も低下したと推察される。 
3. 二期作パイロット

プロジェクト実施

前と比べ、パイロッ

ト地区の作付率が

2%増加する。 

U達成状況：達成した。 
- 二期作パイロットプロジェクト実施前と比べ、実施後の作付率は、次表のとおり、

6.2%増加した。このことから、本指標は達成したと評価できる。 

灌漑地区 
灌漑可能 

面積 
（ha） 

ベースライン エンドライン 
作付率の 

増減 栽培面積 
（ha） 

作付率 
（%） 

栽培面積 
（ha） 

作付率 
（%） 

Pont Gendarme 272 263 96.7 272 100.0 ＋3.3% 
Kassack Nord 189 189 100.0 186 98.4 －1.6% 
Fanaye SP1 630 687 109.0 805 127.8 ＋18.8% 
PIV Ahmadou 
Niama Ba 

115 161 140.0 139 120.9 －19.1% 

Debi-Tiguette 985 1,534 155.7 1,946 197.6 ＋41.9% 
Diawar 657 1,004 152.8 641 97.6 －55.2% 
Niandane 
OFADEC 2 

90 45 50.0 60 66.7 ＋16.7% 

PIV KAD 
Elimane 

54 35 64.8 54 100.0 ＋35.2% 

合計 2,992 3,918 130.9 4,103 137.1 ＋6.2% 
 

出典： PAPRIZ2 チーム 

上表より、プロジェクト目標は、ほぼ達成したと評価することができる。 
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第 4 章 プロジェクト上位目標にかかる達成予測 

プロジェクト上位目標にかかる達成予測を次表に示す。 

表 4.1.1 プロジェクト上位目標にかかる達成予測 
指標 達成度 

プロジェクト上位目標： セネガル川流域のコメの生産量、質が向上し、国内流通量が増える。 
1. 2015 年と比べ、プロジェクト終

了から 3年後のイネ生産量が 5%
増加する。 

達成予測：達成見込み。 
- 2020 年時点で、2015 年と比べ、乾季作の籾生産量は 13.9%増加し

た。一方、雨季作の籾生産量は、病害虫被害が深刻であったため、

43.1%減少した。 

作期 
籾生産量（ton） 

増加率 ベースライン結果 
（2015 年） 

モニタリング結果 
（2020 年） 

乾季作 271,478 309,288 ＋13.9% 
雨季作 166,859 94,905 －43.1% 
合計 438,337 404,193 －7.8% 

- 稲作に好ましい気象条件で深刻な病害虫被害が発生しなければ、本

指標の達成が見込まれる。 
2. 2015 年と比べ、プロジェクト終

了から 3年後の精米歩合が 1%増

加する。 

達成予測：達成見込み。 
- 2020 年時点で、2015 年と比べ、精米歩合は、0.2%（ベースライン：

62.8%、エンドライン：63.0%）増加した。 
- SAED が、本プロジェクトにおける収穫後処理分野の成果を普及す

ることにより、本指標の達成が見込まれる。 
3. プロジェクト終了から 3 年後、

精米選別機を利用する小規模精

米業者による精米量が 10%に達

する。 

達成予測：達成見込み。 
- 2020 年現在、セネガル川流域で精米選別機を利用する小規模精米

業者による精米量は、1.3%である。 
- 精米選別機導入にかかる収支分析の結果、機材導入にかかる融資を

銀行から得ても十分な収益を上げることを確認できた。 
- セネガル農業銀行（LBA）等の金融機関が小規模精米業者への機材

導入にかかる融資を拡大することで、本指標の達成が見込まれる。 
4. プロジェクト終了から 3 年後、

プロジェクトおよび SAED によ

る研修を受講した 70%の精米業

者が、精米の取扱量の増加を実

感する。 

達成予測：達成見込み。 
- 2020 年にインタビュー調査を行った精米業者の 100%が 2015 年と

比べ、精米の取扱量の増加を実感していることが分かった。そのた

め、本指標の達成が見込まれる。 

5. 2015 年と比べ、プロジェクト終

了から 3年後の作付率が 5%増加

する。 

達成予測：達成見込み。 
- 2015 年（作付率：84.4%）と比べ、2020 年時点（102.1%）で作付率

は、17.7%増加した。 
- SAED が本プロジェクトで開発した二期作システムの普及を継続

することで、本指標の達成が見込まれる。 
出典： PAPRIZ2 チーム 

上表より、SAED による本プロジェクトの成果の普及が行われれば、プロジェクトの上位目標

達成が見込まれる。 
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第 5 章 プロジェクト活動内容・活動実績 

5.1 成果 1 にかかる活動 

成果 1 にかかる活動の概要を次表に示す。 

表 5.1.1 成果 1 にかかる活動の概要 
活動 概要 

1-1. セネガル川コメ開

発戦略策定／マス

タ ー プ ラ ン

（2018-2027）のた

めのタスクフォー

スを立ち上げる。 

- マスタープランの内容への助言やセネガル川流域の稲作開発にかかる組織間の

連携強化を目的とし、SAED およびセネガル川流域におけるコメセクターの関

係機関で構成されるマスタープランタスクフォースを設立した。 
- マスタープランを最終化するため、マスタープランタスクフォース会議を開催

した。 
- マスタープランタスクフォースミーティングを開催し、マスタープランへの承

認を得た。 
1-2. セネガル川流域灌

漑稲作開発戦略案

／マスタープラン

（2018-2027）を作

成する。 

- セネガル川流域の稲作セクターの現状把握と分析を行った。 
- コメセクターが抱える問題を抽出するため、SAED 各支所にて問題分析ワーク

ショップを実施した。これらの分析結果に基づき、セネガル川流域の稲作セク

ターが抱える問題の構造を明らかにし、課題を抽出した。 
- これらの調査および分析に基づき、基本開発シナリオを策定した。開発シナリ

オを踏まえ、開発戦略とプログラム／プロジェクトを含めたマスタープランを

取りまとめた。 
1-3. 関係機関と戦略／

マスタープランの

プログラム／プロ

ジェクトの実施を

支援する。 

- 最終化したマスタープランファイナルレポートを SAED および JICA へ提出し

た。 
- SAED はマスタープランを MAER に提出し、承認を得た。 
- MAER は、関係機関およびドナーに対しマスタープランを共有・周知するため、

マスタープランバリデーションセミナーをダカールにて開催した。 
1-4. SAED によるマスタ

ープランのプログ

ラム／プロジェク

トの実施を支援す

る。 

- SAED によるマスタープランの進捗状況をモニタリングした。 
- SAED は、成果 2 から成果 5 の活動の教訓を踏まえ、第 13 次ミッションレター

を作成した。 
- プロジェクトは、成果 2 から成果 5 の教訓を取りまとめ、プロジェクト持続性

担保のための提言を報告書として取りまとめた。 
出典： PAPRIZ2 チーム 

5.2 成果 2 にかかる活動 

成果 2 にかかる活動の概要を次表に示す。 

表 5.2.1 成果 2 にかかる活動の概要 
活動 概要 

2-1. 中長期的に自立可

能なユニオン・GIE
運営を支援する。 

- セネガル川農村管理・経済センター（CGER）と連携し、二期作パイロット地区

のユニオンや GIE を対象とした組織強化研修を実施した。 
- 研修の主な内容は、組織の機能や役割、組織内外とのコミュニケーション、資

金管理等である。 
- 研修後は、学習内容の実践状況のモニタリングを行うとともに、会計簿の記載

確認と指導を行った。 
- 研修モジュールや教材は、CGER、SAED、ユニオン/GIE 代表者からのコメント

を踏まえて改善した。改善した教材は、関係機関に配布した。 
2-2. 灌漑施設の参加型

小規模補修手法の

面的拡大を図る。 

- インベントリー調査を行い、小規模灌漑地区の灌漑施設の維持管理上の課題（土

水路の修理、圃場の均平等）を抽出した。 
- 抽出した課題を踏まえ、PAPRIZ で作成した灌漑施設維持管理ガイドラインの改

善を行った。 
- 改善したガイドラインを基に、SAED 普及員に対して指導者研修（ToT）（研修

項目：維持管理計画書の作成、土水路の補修、定期的な土水路の除草・泥さら

い、圃場内の均平）を行った。 
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活動 概要 
- SAED ポドール支所の職員とともに、参加型維持管理の活動を行うための計画

（次図参照）を策定した。計画に基づき、参加型維持管理活動を行う 2 地区を

モデル地区として選定した。 

- SAED ポドール支所職員が、モデル地区の生産者に対し、維持管理研修（座学・

実地）を実施した。 
- モデル地区の生産者を講師として養成するため、ToT を実施した。 
- SAED が、参加型維持管理活動を普及するための地区（以下、普及地区）とし

て、5 地区／年（2 年間で計 10 地区を選定）を選定した。ToT を受講したモデ

ル地区の生産者が講師となり、普及地区に対し維持管理研修を実施した。 
- 普及地区では、SAED 普及員による指導の下、維持管理計画書を作成し、維持

管理活動を実施した。 
- 1 年の活動終了後、普及地区で活動振り返りのためのワークショップを開催し、

翌年の計画の見直しを行った。 
- モデル地区および普及地区での活動結果を基に、灌漑施設維持管理ガイドライ

ンの見直しを行い、SAED より承認を得た。 
- 灌漑施設維持管理ガイドラインを基に、生産者向けの維持管理研修動画および

マニュアル（ウォロフ語、プル語）を作成した。 
2-3. 合理的な水管理を

促進する。 
- インベントリー調査を行い、小規模灌漑地区の水管理上の課題（取水規則の徹

底、効率的なポンプの運転、圃場内での平等な水管理）を抽出した。 
- 抽出した課題を踏まえ、PAPRIZ で作成した水管理ガイドラインの改善を行っ

た。 
- 改善した水管理ガイドラインに基づき、SAED 普及員に対して ToT（研修項目：

水管理計画書の作成、ブロックでの水管理、ポンプの効率的な運転、圃場内の

水位管理）を行った。 
- SAED ポドール支所の職員とともに、水管理活動を行うための計画を策定し、

水管理活動を行う 2 地区（2-2.の活動と同じ地区）をモデル地区として選定した。 
- SAED ポドール支所職員が、モデル地区の生産者に対し、水管理研修（座学）

を実施した。 
- モデル地区の生産者を講師として養成するため、ToT を実施した。 
- SAED が、水管理活動を普及するための地区として 5 地区／年（2 年間で計 10

地区を選定）（2-2.の活動と同じ地区）を選定した。ToT を受講したモデル地区

の生産者が講師となり、普及地区に対し水管理研修を実施した。 
- 普及地区では、SAED 普及員による指導の下、水管理計画書を作成し、計画に

沿った水管理を行った。 
- 1 年の活動終了後、ポンプ運転費のデータを収集し、水管理活動の成果にかかる

振り返りのためのワークショップを開催した。 
- モデル地区および普及地区での活動結果を基に、水管理ガイドラインの見直し

を行い、SAED より承認を得た。 
- 水管理ガイドラインを基に、水管理研修動画作成、および生産者向けマニュア

ル（ウォロフ語、プル語）を作成した。 
出典： PAPRIZ2 チーム  
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5.3 成果 3 にかかる活動 

成果 3 にかかる活動の概要を次表に示す。 

表 5.3.1 成果 3 にかかる活動の概要 
活動 概要 

3-1. PAPRIZ で編さんし

た普及ガイドを基

に稲作技術に関す

る研修を実施する。 

- PAPRIZ で編さんした普及ガイドに基づき、SAED 普及員、NGO アニメーター

および農業生産会社に所属の生産者に対し、技術研修を実施した。 
- 技術研修を受講した研修生のモニタリング／フォローアップを行った。 
- SAED 普及員は、普及モニタリングシートを用い、生産者に対し、モニタリン

グおよび技術指導を行った。 
- ISRA の元研究者と協働し、雑草管理技術研修教材を作成した。 
- 雑草管理技術研修教材を基に、普及員が圃場で参照するための雑草管理パンフ

レットを作成した。 
3-2. 灌漑稲作技術の普

及モニタリングシ

ステムの確立にか

かる活動を実施す

る。 

- SAED の普及活動にかかる現況調査を実施し、普及活動上の問題点を明らかに

した。 
- 調査結果に基づき、SAED と協議し、普及モニタリングシステムを構築した。

普及モニタリングシステムの柱は、①普及モニタリングシートを用いた生産者

の栽培状況のモニタリングと②展示圃場を活用した技術普及（農民学校（FFS）
の実施）である。 

- SAED 普及員を対象としたワークショップを開催し、FFS 向け教材を作成した。

また、SAED 普及員に対し、FFS 実施にかかる ToT を実施した。 
- 二期作パイロット地区での SAED 普及員による FFS 実施状況のモニタリングを

行った。 
- 普及モニタリングシートの情報通信技術（ICT）システムへの組み込みについて

SAED と協議した。JICA が実施するサブサハラアフリカの開発課題解決に向け

たデジタル技術活用にかかるオープンイノベーション情報収集・確認調査と共

同で、タブレットを活用した普及モニタリングシートの利用にかかる実証実験

を行った。 
3-3. ポドール県の優良

種子普及のための

活動を実施する。 

- ポドール県でのイネの認証種子利用にかかる現状を把握するため、調査を実施

した。調査結果を基に、認証種子利用率が低い理由を明らかにした。 
- 認証種子の品質向上にかかる適切な種子増殖技術を実証するため、ポドール県

の灌漑地区にて種子生産試験を実施し、提案した種子増殖技術の優位性を証明

した。 
- ポドール県で種子生産者として登録されている NGO および種子生産者に対し、

適切な種子増殖技術にかかる研修を実施し、研修実施後の種子増殖技術適用状

況のモニタリングを行った。 
- 推奨種子増殖技術を取りまとめた種子生産技術ガイドを作成した。 
- ISRA が開発して新たに登録された品種の栽培を行うため、セネガル川流域の灌

漑地区に新品種の展示圃場を設置した。各圃場では、新品種の生育状況をモニ

タリングした。また、展示圃場周辺の生産者を対象とした品種品評会を開催し、

生産者の新品種への嗜好を明らかにした。本情報は、原原種種子の生産を担う

ISRA に共有した。 
- ポドール県での適正品種および優良種子の取引の活発化を目的とし、同県に新

たに設置された種子生産者ネットワークと共同で種子ワークショップを開催し

た。 
- 種子生産用普及モニタリングシートを作成した。 

3-4. 収穫後の籾の品質

改善のための活動

を実施する。 

- 籾水分計を調達し、SAED 普及員に供与した。 
- SAED 普及員に対し、籾水分計の操作にかかる研修を行った。研修を受講した

普及員は、籾水分計を用い、籾の含水率測定のモニタリングを行った。 
- セネガル川流域の籾倉庫の管理状況を調査し、報告書として取りまとめた。 
- 上記調査結果を基に、改善すべき技術を明らかにし、収穫後処理技術研修マニ

ュアルを改訂した。改訂したマニュアルを用い、SAED 普及員および籾倉庫管

理者に対し、技術研修を実施した。 
3-5. 大規模精米業者の

能力向上を図る。 
- 大規模精米業者の精米状況の現状を確認するため、調査を実施した。 
- 調査結果に基づき、大規模精米業者に対する技術研修計画を策定した。 
- 収穫後処理技術研修マニュアルを用い、大規模精米業者に対し、精米技術にか
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かる研修を実施した。 

3-6. 小規模精米業者の

能力向上を図る。 
- 精米選別機を導入する精米業者を選定するため、選定委員会を設置した。選定

委員会で協議し、精米選別機を導入する小規模精米業者を決定した。 
- 精米選別機を調達し、SAED へ供与した。SAED は、選定された 6 小規模精米業

者に対し、精米選別機を貸与した。 
- 精米選別機を導入した小規模精米業者に対し、精米選別機の運用方法にかかる

技術研修を実施した。技術研修後、精米選別機の運用にかかるモニタリング／

フォローアップを行った。 
- 小規模精米業者の精米状況の現状を確認するため、調査を実施した。 
- 調査結果に基づき、小規模精米業者に対する技術研修計画を策定した。 
- 収穫後処理技術研修マニュアルを用い、小規模精米業者に対し、精米品質向上

にかかる技術研修を実施した。 
出典： PAPRIZ2 チーム 

5.4 成果 4 にかかる活動 

成果 4 にかかる活動の概要を次表に示す。 

表 5.4.1 成果 4 にかかる活動の概要 
活動 概要 

4-1. プロジェクト対象

地域のサービスプ

ロバイダー向けに

事業運営や技術に

関する研修を行う。 

- ダガナ県およびポドール県における農業機械サービスプロバイダーのリストを

作成するとともに、サービスプロバイダーが抱える問題を抽出した。 
- 特定されたサービスプロバイダーのオペレーターへ、トラクターとコンバイン

ハーベスターの維持管理や運転技術向上にかかる研修を実施した。研修は、オ

ペレーターが農業機械の運転や維持管理技術を習得することを目的とした基礎

研修と、それらオペレーターが属する組織の事務従事者も加え、基礎研修の振

り返りや組織の健全な運営方法を指導するリフレッシャー研修の 2 回構成とし

た。 
- 基礎研修は、計 12 回開催し、対象とした 127 のサービスプロバイダーの内 104

のサービスプロバイダーが参加した。リフレッシャー研修も計 12 回開催し、基

礎研修に参加した 104のサービスプロバイダーの内 87のサービスプロバイダー

が参加した。 
- 研修では、地元の農業機械に詳しい人物を講師として採用した。また、将来の

講師として、地元の農業機械オペレーターの中から 1 名を育成した。2020 年か

らは、この育成した人物が講義を行った。 
- ダガナ県およびポドール県における修理業者に対し、農業機械の構造や修理方

法にかかる研修を実施した。本研修は、計 4 回開催し、35 名の修理業者が参加

した。 
- 上述した研修の流れを以下に示す。 

- 上記研修を通じ、農業機械サービスプロバイダー向け研修教材を最終化した。

また、写真やイラストを中心に整理したトラクターおよびコンバインハーベス

ターの「作業前点検シート」を作成した。 
4-2. 農業機械を持つユ

ニオン・サービス業

者間のネットワー

ク構築のための活

動を行う。 

- 対象地域の農業機械サービスプロバイダーの事業活性化と顧客満足度の向上の

ため、ポドール県の農業機械サービスプロバイダーによるネットワークを設立

した。 
- ネットワークには 47 の民間業者または生産者組織が加わり、ポドール県行政長

官へ団体登録申請を行い、同県より正式に認定された。 
- ポドール県における事業拡大セミナーにおいて、農業機械代理店とネットワー

クの代表がスペアパーツの供給について協議し、ポドール県タレジ（Taredji）

セネガル川流域で農業機械の運転や修理

技術を指導する講師育成研修

・ダガナ、ポドール両県の農業

機械サービスプロバイダーの運

転士、事務従事者、製造／修

理業者へ研修実施

・研修には育成中の講師候補

もアシスタントとして参加

育成した講師による研修

の実施

2016年12月 2017年8月～2019年12月 2020年1月～

プロジェクト期間を通じ参加者のモニタリングとコンサルテーションを行い、技術の向上を支援
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に農業機械スペアパーツ代理店を誘致した。 

- 本ネットワーク設立の経験を活かし、SAED ダガナ支所による同県の農業機械

サービスプロバイダーのネットワーク設立を支援した。その結果、同県におい

てサービスプロバイダーのネットワークが設立された。 
4-3. ポドール県での農

業機械サービスの

強化・拡大を支援、

促進する。 

- ポドール県の農業機械サービスプロバイダーの経営拡大の要望に関する調査を

行い、経営の拡大や事業の多角化を行う意思があることを確認した。 
- ポドール県における農業機械サービスプロバイダーの事業活性化を目的に、

2017 年から 2020 年にかけて全 5 回の事業拡大セミナーを開催した。セミナーの

対象者は、ポドール県において農業機械貸し出し業への参入に関心を持つ人物

や、ビジネス拡大を検討している農業機械サービスプロバイダーとした。 
- 小型農業機械の実用性を検証するため、リーパー4 台と刈払い機 8 台を調達し

た。 
- ポドール県で 4 灌漑地区を選定し、2 度の小型農業機械の実証試験を実施した。 
- これら実証試験の結果を報告書として取りまとめるとともに、リーパー普及に

向けた提言を作成した。 
4-4. サービスプロバイ

ダーに対し、既存の

基金・融資へのアク

セスを支援する。 

- 農業機械サービスプロバイダーが活用できる既存の基金・融資を特定した。 
- 上記の活動 4-3 に示した事業拡大セミナーでは、LBA 等の金融機関による農業

向け金融商品の紹介や、それら金融機関と参加者との個別相談会等を実施した。 
- 本セミナーを契機に、上記の活動 4-2 に示したサービスプロバイダーネットワ

ークが設立された。 
出典： PAPRIZ2 チーム 

5.5 成果 5 にかかる活動 

成果 5 にかかる活動の概要を次表に示す。 

表 5.5.1 成果 5 にかかる活動の概要 
活動 概要 

5-1. コメの二期作シス

テムを開発する。 
- 二期作を行っている灌漑地区の生産者や SAED 普及員への聞き取りを通じ、二

期作成功の要因や二期作を阻む問題（生産者による栽培暦の不遵守、灌漑地区

内で調和の取れていない農作業の実施、生産者による融資獲得の遅れ）を抽出

した。 
- 既存の栽培暦を基に、コメの二期作（乾季作、雨季作）を行うための二期作計

画（案）を作成した。 
- LBA と既存の融資の問題点について協議し、乾季作および雨季作の融資を 1 度

に承認する通年融資の試行を決定した。 
- 二期作計画、ブロック管理、通年融資から成る二期作システム（次図参照）を

実証するため、SAED と協議し、二期作パイロット地区を 3 ヶ所選定した。 

- 二期作パイロット地区に対し、二期作システムを説明するためのワークショッ

プを開催した。本ワークショップで、各地区の灌漑状況等を考慮し、二期作計

画を最終化した。 
- 二期作パイロットプロジェクト実施のため、灌漑地区を管理するユニオン、

SAEDおよびプロジェクトチーム間の役割分担や責務等を明記したMoUを締結

した。 
- 二期作パイロット地区を管理するユニオンは、二期作システムを適用し、栽培

を行った。プロジェクトは、栽培状況のモニタリングを行い、二期作計画やブ

ロック管理にかかる問題点を抽出し、SAED や生産者と協議を行い、二期作シ

ステムの改善を図った。 

二期作システム

二期作計画

 農作業だけでなく、稲作の準
備作業を適期に行うことがで
きる

 乾季作終了から雨季作開始
までの短期間で必要となる作
業を適期に行うことができる

ブロック管理

 農業機械の運用及び収穫後
処理活動を考慮した灌漑地
区レベルでの効率的な稲作を
実現することができる

LBAによる通年融資
 乾季作の融資申請という生

産者及びSAEDにとって面倒な
作業を短縮できる

 GIEが適期に融資を得ること
ができる
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活動 概要 
5-2. コメの二期作シス

テムの普及を促進

する。 

- SAED と協議し、二期作システム普及のための活動計画を作成した。 
- SAED は、二期作システムの普及を行う灌漑地区（以下、普及地区）を 5 ヶ所

選定した。 
- 二期作システムの普及を行うためのガイドラインを作成した。 
- 普及地区に対し、二期作システムの適用方法を説明するためのワークショップ

を開催した。 
- 普及地区は、二期作システムを適用し、栽培を行った。SAED 普及員は、普及

地区における栽培状況のモニタリングを行った。 
出典： PAPRIZ2 チーム 

5.6 ドナーと連携した活動 

本プロジェクトの一部分野では、次表に示すとおり、ドナーと連携し活動を行った。 

表 5.6.1 ドナーと連携した活動の概要 
分野 活動の概要 

マスタープランの作成

と実施 
- 複数のドナーと意見交換を行い、マスタープランを作成した。 
- マスタープランで提案したプログラムの実施のため、イスラム開発銀行および

JICA との協議に参加した。 
維持管理／水管理 - 本プロジェクト終了後における維持管理／水管理活動の普及に向け、SAED と

ともにフランス開発庁（AFD）が実施するポドール県灌漑農業と農村地域経済

発展プロジェクト（AIDEP）と協議した。協議の結果、AIDEP の予算を活用し、

上記活動の普及を行うこととなった。 
新品種の展示 - 韓国国際協力団（KOICA）が実施するポドール県における持続的かつ包摂的稲

作バリューチェーン開発プロジェクトと連携し、ISRA が開発した新品種展示を

ポドール県の圃場で実施した。 
収穫後処理 - 世界銀行が実施する統合水資源管理および多目的開発プロジェクト フェーズ 2

から精米機器を供与された精米業者に対し、機器の運用管理にかかる研修を実

施した。 
出典： PAPRIZ2 チーム 
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第 6 章 投入実績 

6.1 日本側投入 

(1) 専門家派遣実績 

本プロジェクトでは、2016 年 4 月から 2021 年 9 月までの約 5.5 年間で 12 名の専門家が計 190.30
人月、業務に従事した。専門家の派遣実績は、添付資料 3 に示す。2020 年 3 月中旬から 2021 年 5
月中旬までは、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大に伴う JICA の渡航一時見合わせ

措置により、専門家がセネガルへ渡航することができなかったが、SAED のカウンターパート（C/P）
職員（6.2 (1)項参照）や本プロジェクト雇用の現地傭人と連携し、遠隔で業務を継続した。更に、

セネガルでの COVID-19 の再拡大に伴い、2021 年 7 月～9 月までセネガルへの渡航ができなくな

ったため、プロジェクト期間を 2021 年 11 月まで延長し、最終セミナーを開催した。 

(2) 本邦研修および第 3 国研修の実施 

本プロジェクトでは、2016 年 9 月に本邦研修を実施した。研修参加者は、MAER の職員 1 名（コ

メ自給国家プログラム（PNAR）コーディネーター）およびSAED職員2名（農業農村開発局（DDAC）
に所属する職員）であった。研修目的は、日本の稲作システムを理解し、得られた知見をマスタ

ープラン策定に活用すること、であった。 

エジプト国際農業センター（EICA）および稲作研究研修センター（RRTC）と連携し、計 4 回

のエジプトでの第 3 国研修を実施した。COVID-19 の感染拡大状況を踏まえ、2021 年 7 月に実施

した研修は、Web 会議システムを活用し、オンラインで実施した。各研修の概要を次表に示す。 

表 6.1.1 エジプトでの第 3 国研修の概要 
研修実施期間 研修項目 参加者 

2018年 7月 15日～2018年 8月 8日（25 日間） 病害虫防除 計 5 名（SAED 本部職員 1 名、SAED
支所職員 4 名） 

2018 年 8 月 11日～2018年 9 月 4日（25 日間） 普及技術 計 5 名（SAED 支所職員 5 名） 
2021 年 7 月 5日～2021年 7月 15日（11 日間）

（オンライン研修） 
データベース運用管理 計 6 名（SAED 本部職員 1 名、SAED

支所職員 5 名） 
2021 年 7 月 5日～2021年 7月 15日（11 日間）

（オンライン研修） 
普及技術 計 5 名（SAED 支所職員 5 名） 

出典： PAPRIZ2 チーム 

(3) セミナーおよび研修開催実績 

本プロジェクトでは、プロジェクト目標および成果達成のため、セミナーおよび研修を開催し

た。2016年 4月から 2021年 11月までに実施したセミナーおよび研修の実績を添付資料 4に示す。 

(4) 供与機材実績 

本プロジェクトでは、円滑な活動実施のため、添付資料 5 に示す資機材を供与した。 

(5) 一般業務費実績 

本プロジェクトでは、日本側が現地業務費（一般業務費）を負担した。2016 年 4 月から 2021
年 10 月までの一般業務費支出実績合計金額は、次表に示すとおり、1,293,152,000 FCFA であった。  
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表 6.1.2 日本側による現地業務費の支出実績 

費目 
日本側による現地業務費の負担額（FCFA） 

第 1 年次（2016 年 4
月～2017 年 3 月） 

第 2 年次（2017 年 5
月～2019 年 3 月） 

第 3 年次（2019 年 4
月～2021 年 10 月） 合計 

現地傭人雇用費 75,367,000 254,431,000 302,771,000 632,569,000 
通信交通費（燃料費、

車両維持管理費等） 44,592,000 110,784,000 123,915,000 279,291,000 

研修・セミナー開催費 20,064,000 88,876,000 67,010,000 175,950,000 
その他 31,951,000 64,518,000 108,873,000 205,342,000 
合計 171,974,000 518,609,000 602,569,000 1,293,152,000 
出典： PAPRIZ2 チーム 

6.2 セネガル側投入 

(1) カウンターパートの配置 

セネガル側は、本プロジェクト実施期間中、次表に示す 12 名の SAED 職員を C/P として配置し

た。 

表 6.2.1 セネガル側が配置した C/P 一覧 
No. 配置された C/P の職位 所属 

1 DDAC 局長 SAED 本部 
2 農地開発・灌漑インフラ局（DAIH）局長 SAED 本部 
3 稲作プログラム責任者 SAED 本部 
4 農業支援課（DCAP）課長 SAED 本部 
5 DCAP 職員 SAED 本部 
6 技術顧問 SAED 本部 
7 副支所長 SAED ダガナ支所 
8 整備管理課（DAGEE）課長 SAED ダガナ支所 
9 生産者・女性・起業家支援課（DAPER）課長 SAED ダガナ支所 

10 副支所長 SAED ポドール支所 
11 整備管理課（DAGEE）課長 SAED ポドール支所 
12 生産者・女性・起業家支援課（DAPER）課長 SAED ポドール支所 

出典： PAPRIZ2 チーム 

(2) プロジェクト事務所の提供 

セネガル側は、サンルイの旧 SAED 本部および SAED ポドール支所の一部を事務所スペースと

して本プロジェクトに提供した。 

(3) プロジェクト活動経費の支出 

セネガル側は、本プロジェクトの一部期間で、水道光熱費を負担した。SAED は、C/P 予算を確

保できなかったため、日本側が C/P の出張旅費を負担した。 
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第 7 章 プロジェクト実施運営上の工夫・教訓 

7.1 維持管理／水管理 

(1) 現場調査による問題の抽出と生産者の参加型活動を通じた解決策の提示 

現場調査を通じ、維持管理／水管理における対象地域に共通する問題を抽出した。それらの問

題に対し、生産者による参加型活動を通じた解決策を提示した。次表に抽出した問題と解決策を

示す。 

表 7.1.1 維持管理／水管理における問題と解決策 
維持管理／水管理における問題 原因 解決策 

送水効率の低下、灌漑用水のロス

の発生 
- 水路内に雑草が繁茂している 
- 水路内に堆積物がある 
- 土水路が損傷（漏水・浸食）している 

- 水路の定期的な掃除 
- 水路の定期的な修理 

圃場単位の用水量の増加、不均一

な圃場内水位 
- 圃場が均平になっていない - 圃場の均平化 

最遠端区画における灌漑が困難、

高額なポンプ運転費用 
- 灌漑地区内で取水規則が明確化され

ていない 
- 水管理規則の遵守 

出典： PAPRIZ2 チーム 

維持管理活動と水管理活動は、密接な関係にある。灌漑施設の維持管理活動は、施設の機能を

維持し、計画的な水管理やポンプの運転費用の削減に寄与する。このことを踏まえ、選定したモ

デル地区や普及地区では、上表に示した維持管理／水管理における問題に対する解決策を全て実

証し、それら解決策の成果を確認した。本プロジェクトによる支援前まで、生産者は維持管理／

水管理の問題に対応しようとせず、政府への不満を示すのみであった。しかし、この参加型活動

を通じ、生産者は、自身の力で問題を解決しようとするマインドセット（考え方）に変化したと

言える。 

(2) 成果の「見える化」による生産者の「気づき」の促進 

維持管理活動では、水路の掃除や修理、圃場の均平化等の物理的な施設の改善を行った。水管

理活動では、取水規則の遵守やポンプ運転時間の設定、圃場内の水深管理等を行った。これらの

活動を通じて得られた成果を「見える化」することによって、表 7.1.1 に示した解決策の実施を通

じ、成果が得られるという「気づき」を生産者に与えることができた。なお、成果の「見える化」

のため、本プロジェクトの支援前後におけるポンプの運転費用（電気代、燃料費）の変化を生産

者が視覚的に理解しやすいよう、グラフで示した。 

(3) 広範囲への普及を考慮した対象地区の選定 

SAED 普及員は、セクター1ごとに割り振られている。対象地域で維持管理活動および水管理活

動をより多くの SAED 普及員が経験し、広範囲に普及することを目的に、第 1 普及地区および第

2 普及地区は、異なるセクターから選定した。  

 
1 地方自治体の行政区分や社会経済状況の類似性を踏まえ、支所の管轄する地域を複数のセクターに分類している（ダガナ支

所：4 セクター、ポドール支所：3 セクター）。各セクターには、セクター長が配置され、普及員は、セクター長の管理の下、普

及活動を行う。 
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(4) 維持管理／水管理活動の経験を有する生産者の活用 

SAED 普及員は、担当する灌漑地区が多く、活動地域も広範である。限りある SAED 普及員を

補い、対象地域に維持管理活動および水管理活動を普及するためには、活動経験のある生産者を

活用し、周辺灌漑地区の生産者に指導していくことが必要となる。このことを踏まえ、モデル地

区の生産者を研修講師として養成し、これらの生産者が、活動経験の無い普及地区の生産者へ講

義および実習を行った。活動経験のある生産者の講義は、臨場感に溢れ、研修参加者と活発な意

見交換が行われた。 

(5) Plan-Do-Check-Action（PDCA）サイクルによる継続的な計画の改善 

生産者組織全員が、使用する灌漑施設を適切に維持管理し、灌漑用水を計画的に使用すること

が求められる。生産者組織は、維持管理および水管理にかかる活動計画を作成（Plan）し、組織

に所属する生産者全員が合意の下、計画に沿った活動（Do）を行う必要がある。更に、毎年の灌

漑面積や栽培期間（播種日および収穫日）、ポンプ運転費用（電気料金または燃料費）、ポンプ運

転時間等の記録をつけ、前作期との比較を通じて、計画の評価（Check）を行うことが重要である。

この評価に基づき、次作期の改善策を組織内で議論し、計画を修正（Act）することが欠かせない。

SAED 普及員は、生産者組織のこれら活動をモニタリングし、生産者組織による PDCA サイクル

の実施と継続的な計画の改善を支援していく必要がある。 

(6) SAED 支所職員および普及員のオーナーシップの醸成 

維持管理／水管理活動の普及に向けた計画は、SAED 支所職員と協議の下、作成し、SAED 支

所より承認を得た。活動計画は、各作業のマイルストーンおよび作業の責任者を明確にし、関係

する SAED 職員が、自身の実施すべき作業と実施時期を理解できるようにした。この結果、SAED
支所職員および SAED 普及員は、積極的に活動に参加し、技術移転を円滑に行うことができた。 

7.2 栽培技術、普及および種子生産 

(1) SAED 普及員による技術普及状況のモニタリング結果と成果の可視化 

本プロジェクト開始当初、SAED には確立した技術普及・モニタリング手法が無く、SAED 普

及員による技術普及の実施状況および実施後の成果を評価することが困難であった。本プロジェ

クトでは、SAED 全支所の普及員による統一的な技術普及およびモニタリングを支援するため、

PAPRIZ で作成した普及ガイドを基に、普及・モニタリングシートを作成した。本シートの利用を

通じ、普及員による技術普及状況のモニタリング結果とその成果を可視化できるようになった。 

さらに、情報通信技術（ICT）の利用により、各普及員が普及･モニタリングシートへ記載した

モニタリング結果を管理職が効率的かつ迅速に集計・分析することを目的に、JICA が実施するオ

ープンイノベーション調査と連携し、ICT を利用した普及･モニタリングを試行した。 

(2) 農民学校（FFS）の効果的な運用 

本プロジェクトでは、展示圃場を活用した SAED 普及員による FFS の実施を支援するため、FFS
用普及教材を作成した。SAED ダガナ支所の普及員を対象に、本教材を用いた ToT を行うととも

に、複数の灌漑地区の生産者を対象に FFS を試験的に実施した。その結果、FFS は技術普及の有

効な手段ではあるが、効果的な運用に向け、次表に示す事項に留意すべきであることが明らかと

なった。  
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表 7.2.1 FFS 実施上の留意事項と解決策 
留意すべき事項 発生した問題 解決策 

展示圃場の規模 展示圃場の一筆の面積が大きいと、圃場管理が

難しい。 
- 圃場管理が容易な小規模圃場を展

示圃場とする。 
FFS の対象者 小作人は、地主の指示により栽培を行ってい

る。そのため、自身の管理する圃場で FFS を

通じて習得した技術を適用することが難しい。 

- 自作農が多い灌漑地区の生産者を

FFS の対象者として選定する。 
- 地主と小作人を FFS に招待する。 

FFS実施にかかる合

意取得 
FFS 実施スケジュールがユニオン/GIE 内で周

知されず、FFS への参加者が確保されない。 
- FFS 開始前に、ユニオン/GIE と FFS

の内容や実施スケジュール、関係者

間の役割を合意する。 
出典： PAPRIZ2 チーム 

(3) 栽培上の新たな技術課題への対応 

セネガル川流域で一般的な直播圃場内において、新種の雑草侵入や野生イネを含む永年性雑草

の繁茂し、その管理にかかる問題が深刻化している。そのため、本プロジェクトでは栽培技術研

修とは別に、SAED 普及員に対し、雑草管理研修を実施するとともに、雑草管理対策を取りまと

めた雑草管理パンフレットを作成し、その電子データを各普及員に共有した。今後、普及員がこ

のパンフレットを圃場で参照し、生産者へ栽培技術指導を行うことが期待される。 

(4) 種子生産者の意識改革による種子生産者ネットワークの設立 

本プロジェクトでは、特にポドール県における種子生産者が生産する種子の品質向上に向け、

種子生産マニュアルを作成するとともに、種子生産者に対する種子生産技術研修を広く実施した。

その結果、種子生産者は、研修で得た技術を適用し、種子生産を行うことにより、種子検査合格

率が向上した。また、研修を受講した種子生産者は、消費者の需要が高い品種の種子を生産する

ことが、地域のコメ生産増加を促し、収入向上に大きく貢献することを理解した。これが契機と

なり、県内の種子生産者が、種子の自給を目指し、相互の情報共有と共に、優良種子の生産およ

びその域内流通の推進を目的としたネットワークを設立した。 

7.3 収穫後処理 

(1) SAED 普及員による籾倉庫管理 

本プロジェクト開始当初、SAED 普及員は、適切な籾水分管理にかかる十分な知識を有してい

なかった。本プロジェクトでは、籾品質の向上のため、SAED 普及員に籾水分計を供与し、籾水

分管理研修を実施した。研修を受講した普及員は、籾倉庫モニタリング計画を作成し、計画に基

づき籾水分管理を行った。この活動を通じ、SAED普及員の籾水分管理能力は向上し、ユニオン/GIE
に対し、籾の適切な保管にかかる指導を行っている。今後も籾品質の向上に向け、SAED 普及員

が主体となり、適切な籾倉庫の管理にかかる指導を行うことが必要である。 

(2) 研修の実施を通じた収穫後処理マニュアルの改善 

本プロジェクトでは、精米品質の向上を目的に、大小規模精米業者に対し、技術研修を行った。

研修を通じて得られた質問や意見を踏まえ、収穫後処理マニュアルを改善するとともに、次の研

修で参加者に質問や意見に対するフィードバックを行った。この繰り返しを通じ、精米業者の要

望に沿い、実践的な収穫後処理マニュアルを作成することができた。 

(3) 小規模精米業者の経営能力の改善 

本プロジェクトでは、精米選別機を貸与した 6 小規模精米業者の運用状況のモニタリングを行

った。モニタリングの結果、各精米業者は、精米選別機設置後、精米を大きさで選別し、精米品
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質を向上していることを確認した。更に、多くの精米業者は、精米品質向上の結果、新規顧客を

獲得するとともに、精米売上高を増加した。 

一方、一部の精米業者は、精米を大きさで選別しているものの、精米売上高が微増または微減

となった。この原因は、精米業者自身の経営能力が不足しており、精米選別機導入を新規顧客の

獲得につなげることができなかったためである。精米業者の収益改善に向け、機材導入とその機

材の運用にかかる研修を行うだけでなく、経営能力の改善にかかる研修も併せて行うことが必要

である。 

(4) 金融機関による融資の拡充 

精米選別機導入にかかる収支分析の結果、金融機関から融資を受けて精米選別機を購入した場

合、短期間で融資を返済できることが明らかとなった。また、小規模精米業者は、自己資金の不

足等により、十分な籾を調達することができず、最大精米能力を発揮できていなかった。小規模

精米業者の収益拡大のためには、金融機関による精米選別機導入および籾調達にかかる融資の拡

大を通じ、精米業者のビジネス環境を改善することが求められる。 

(5) 小規模精米業者によるスペアパーツセンターの開設 

PAPRIZ では、大規模精米業者から自己負担金を徴収し、精米選別機を供与した。本負担金を活

用し、大規模精米業者協会（ANR）は、精米設備の維持に必要なスペアパーツ販売センターを開

設した。協会に所属する精米業者は、スペアパーツを市場より安く購入することができるように

なった。 

一方、本プロジェクトでも、PAPRIZ 同様、小規模精米業者から自己負担金を徴収し、精米選別

機を供与した。自己負担金は、精米業者が開設した専用銀行口座に預金されている。小規模精米

業者による精米機器の安定的な維持管理のため、上述した ANR による経験を踏まえ、小規模業者

協会も同様のスペアパーツ販売センターを開設し、安価にパーツを供給することが求められる。

なお、本プロジェクト終了後、SAED および精米業者が、本資金を運用管理することになるが、

SAED は、資金の運用状況を定期的に JICA セネガル事務所に報告することが求められる。 

7.4 農業機械 

(1) 農業機械の理解を促進するための教材の視覚化 

参加者の理解を促進するため、文字数を減らし、図や写真を多く活用したオペレーター向け研

修教材を作成した。維持管理と操作にかかる講義資料は、研修講師の意見を踏まえ、ほぼ実機の

部品の写真のみとした。この結果、より実践的で研修参加者が作業時に参照できる研修資料とな

った。 

(2) 民間人材の登用による持続性の確保 

オペレーター向け研修では、地元の民間人材を研修講師として最大限活用し、同時に将来の講

師となり得る若い民間の人材を育成した。民間人材は、地域内で永続的に農業機械に関連する仕

事を行う可能性が高く、本プロジェクトで得た技術を次世代に移転することが可能である。 

(3) サービスプロバイダーのネットワーク強化を通じたビジネスの拡大 

研修やコンサルテーションを通じてサービスプロバイダーの強化を図ったことに加え、ポドー

ル県では農業機械サービスの事業拡大に向け、農業機械サービスプロバイダー間のネットワーク

設立を支援した。本ネットワーク設立によって得られた成果は、以下のとおりである。 

- メンバー間で定期的な会合を開催し、メンバー間の関係が強化された。 
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- ネットワーク代表者が、ポドール県長官が主宰する農業機械化に関する会合に招集される

ようになった。 
- ポドール県の交通要衝であるタレジ（Tarédji）に、農業機械スペアパーツ代理店を誘致し

た。 
- SAED ダガナ支所が主導し、ダガナ県においてもサービスプロバイダーネットワークを設

立した。 

上記のとおり、ネットワーク設立を通じ、農業機械サービスプロバイダーのビジネス拡大につ

ながった。 

(4) 現場の声を反映した農業機械化戦略の策定と実施支援 

セネガル川流域農業機械化戦略は、①民間セクターの活用、②小型農業機械の導入、③農業機

械の維持管理にかかる能力強化の推進、を基本方針として、2018 年 12 月に承認された。本戦略

は、SAED や MAER、農業機械サービスプロバイダー、生産者等の稲作セクターの代表者から成

る委員会で得られた現場の実情や課題を反映した。 

(5) 自走式動力刈り取り機（リーパー）の普及 

本プロジェクトでは、リーパーの適用可能性を実証するため、ポドール県でリーパーの実地試

験を行った。リーパーは、季節労働者が不足する灌漑地区では、適期収穫に寄与するとともに、

労働力を軽減することが明らかとなった。しかし、リーパーの普及に向け、以下に示す解決すべ

き問題も明らかとなった。 

- セネガルで調達可能なリーパーの耐久性は低く、セネガル川流域で一般的な散播のイネの

刈り取りには、機械に大きな負担がかかる。 
- リーパーの操作方法や維持管理にかかる知見を有するオペレーターや修理工が不足してい

る。 

上記を踏まえ、今後、適切なリーパーを調達し普及していくためには、以下の点に留意する必

要がある。 

- 条播でイネを栽培する灌漑地区にリーパーを導入する。 
- MAER の農村施設近代化局（DMER）は、本プロジェクトが実施したリーパーの実証試験

に参加した SAED 職員と連携し、リーパー調達前に性能試験を行い、作業効率や操作性等

を確認し、リーパー導入可否の判断を行う。 
- 導入する灌漑地区の周辺の関係者に対し、操作維持管理および修理技術の研修を行う。 

(6) リーパーの輸送方法の改善 

本プロジェクトは、リーパーの輸送方法の改善にも取り組んだ。リーパーは、格納場所から圃

場までが長距離の場合、自走による移動に時間を要し、一日の機械作業効率が大幅に低下する。

リーパーの普及を進めるにあたり、輸送の効率化と労力軽減のために、歩み板 2の試作と馬車を組

み合わせた輸送方法を研修で紹介した。ただし、実用化には、引き続き現場での安全性や取り扱

いの簡便化に向けた検証が必要となる。  

 
2 自走式農業機械をトラックやトレーラーに積むときに、機械がその上を走行する仮設の長板 
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7.5 二期作 

(1) 二期作にかかる問題分析の実施とプロジェクトの枠組みを踏まえた解決策の提示 

二期作パイロット事業を開始する前に、二期作を阻害する問題の分析を行い、次図に示す問題

分析図を作成した。問題分析図を踏まえ、技術協力プロジェクトの枠組みで実施可能な解決策を

抽出し、①二期作計画の作成、②ブロック管理、③通年融資から成る二期作システムを提案し、

その実証を行った（次図参照）。実証の結果、後述する灌漑施設の不備等の問題を抱えつつも、パ

イロット地区は、二期作システムを適用し、二期作に成功した。  
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出典： PAPRIZ2 チーム 
図 7.5.1 二期作にかかる問題分析図とプロジェクトで実証した解決策 
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(2) 適正灌漑地区の整備 

セネガル川流域では、低品質な灌漑施設が二期作を阻む原因のひとつになっている。多くの灌

漑地区は、ポンプから遠方の圃場に水が届かない、水路からの越流が生じる、排水が適期に行え

ない等の機能不全を抱えている。更に、農道や籾倉庫のような農業関連施設の未整備、整備され

ていても不十分という状況にある。これらの問題は、栽培計画に基づいた適切な時期の農作業の

実施、農業機械の効率的運用、および融資返済に負の影響を与えている。その結果、灌漑地区が、

二期作を行うことを難しくしている。 

技術協力プロジェクトの枠組みでは、上記の灌漑地区の問題を根本的に解決することは困難で

ある。そのため、本プロジェクトでは、灌漑施設の機能確保のため、パイロット地区を管理する

ユニオンに対し、ユニオンの維持管理資金を使用した定期的な維持管理を指導した。しかし、こ

れらの維持管理活動には限界があり、問題の根本的解決にはつながらない。 

二期作システムを適用し、栽培計画に基づいた二期作を行うためには、既存施設の大規模な改

修や品質の高い基盤整備が欠かせない。稲作を行うための適切な基盤整備を行うことで、二期作

システムが機能することになる。基盤整備された灌漑地区で二期作システムを適用し、二期作実

施のモデル地区を作ることが、二期作システムの他灌漑地区への普及につながる。 

(3) 融資返済手続きの円滑化 

雨季作を適期に開始するため、GIE は、雨季作開始前に乾季作融資全額を返済しなければなら

ない。これは、通年融資を適用した二期作パイロット地区の GIE についても同様である。現在の

返済システム（次図参照）では、GIE と籾集荷の契約を交わす精米業者が、融資返済必要額に相

当する籾の集荷が終わったことを LBA に連絡した時点で、GIE は融資の返済が終わったと見なさ

れる。つまり、GIE による融資返済手続きは、GIE、精米業者および LBA 間の情報共有が重要と

なる。 

二期作パイロット事業を通じ、この融資返済手続きには、以下の情報共有にかかる問題がある

ことが明らかになった。 

- GIE が適期に収穫した籾を倉庫に保管したとしても、GIE から精米業者に対し、籾を保

管したという連絡が遅れると、精米業者による籾集荷が遅れ、GIE による融資の返済に

影響を与える。 
- GIE が籾を倉庫に保管し精米業者に連絡しても、精米業者の集荷が遅れると、GIE によ

る融資の返済に影響を与える。 
- 精米業者が GIE から籾を適期に集荷したとしても、精米業者から LBA に対し、籾集荷量

に関する情報の共有が遅れると、GIE による融資の返済に影響を与える。 

出典： PAPRIZ2 チーム 
図 7.5.2 融資返済手続きにおける遅延発生箇所 

生産者が融資を適期に返済するためには、籾の保管および籾の集荷に関する情報が、GIE、精米

業者および LBA 間で円滑に共有されることが重要となる。 
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(4) 生産者の雨季作へのモチベーション向上 

二期作パイロット事業を通じ、生産者の雨季作へのモチベーションが低いことが、二期作を阻

む要因のひとつであることが明らかとなった。セネガル川流域では、乾季作と比べ、雨季作の収

量は低い傾向があり、その結果、収益性も低くなる。これが、生産者の雨季作へのモチベーショ

ンを下げてしまう原因となっている。本プロジェクトが 2020/21 年に実施した二期作収支調査で

も、次表のとおり、雨季作の収益性は乾季作の 50%程度に留まっていることが明らかとなった。 

表 7.5.1 プロジェクトが実施した二期作収支調査結果 
項目 乾季作 雨季作 

単位収量（ton/ha） 6.14 3.59 
籾販売収入（FCFA/ha） 797,805 466,584 
生産費（FCFA/ha） 540,783 339,438 
籾販売利益（FCFA/ha） 257,052 127,146 

出典： PAPRIZ2 チーム 

生産者の雨季作へのモチベーションを向上し、二期作を推進していくためには、SAED および

ISRA が雨季作の低収量の原因を解明し、収量向上に向け生産者に適切な指導を行うことが必要と

なる。 

7.6 プロジェクト実施体制 

実施機関である SAED は、各日本人専門家に対し、1 人の SAED 職員を C/P として任命した。

プロジェクトチームは、各 C/P 職員に対し、進捗を共有するとともに、協働で活動を実施した。

第 2 年次には、SAED 本部への働きかけを行い、現場レベルの活動を協働して実施する SAED ダ

ガナおよびポドール支所の職員が、新たに C/P 職員に任命された。 

C/P 職員に特定分野の活動だけでなく、プロジェクト全体の活動の進捗等を共有するため、定

期的に全 C/P 職員と会議の場を持った。定期的に会議を開くことで、C/P 職員全員がプロジェク

トの成果について共通の理解を持つだけでなく、セネガル川流域のコメセクター発展に向けた課

題や課題解決のための方策を考える良い機会となった。 

6.1 項で述べたとおり、日本人専門家は、COVID-19 の感染拡大による JICA の渡航見合わせ措

置に伴い、2020 年 3 月中旬から 20201 年 5 月下旬まで現地渡航を行うことができなかった。しか

し、以下の対策を行い、プロジェクト活動を円滑に運営管理した。 

- プロジェクトの進捗管理の共有および業務指示のため、プロジェクト雇用の現地傭人と

の各州でのオンライン会議の実施 
- プロジェクトの進捗や成果を共有するため、C/P 職員と現地傭人の定期的な会議の実施 
- 現場レベルの課題を把握するため、C/P 職員と現地傭人による共同モニタリングの実施 

COVID-19 の感染拡大以前に、C/P 会議や日々のコミュニケーションを通じ、C/P 職員や現地傭

人がプロジェクトの枠組みや活動内容を十分に理解していたため、日本人専門家による遠隔での

業務でありながらも、活動を円滑に進めることが可能であった。 
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第 8 章 PDM の変遷 

本プロジェクト期間中、プロジェクトデザインマトリックス（PDM）は、計 5 回改訂を行った。

次表に PDM の主要な変更項目と変更理由を示す。添付資料 6 には、全ての PDM を示す。 

表 8.1.1 PDM の主要な変更項目と変更理由 
版（Version） 変更日 主要な変更項目 
PDM Ver. 1 2016 年 7 月 27 日 - 対象地域および対象グループ 

- 各成果にかかる活動の表現 
- 上位目標、プロジェクト目標および成果の指標 

PDM Ver. 2 2017 年 12 月 7 日 - 成果 4 の表現 
- 成果 2 および成果 4 の指標 

PDM Ver. 3 2019 年 1 月 28 日 - 成果 5 の追加 
- 活動 1-4、活動 3-2、活動 5-1、活動 5-2 の追加 
- 上位目標、プロジェクト目標および成果の指標設定 
- 日本側から供与される資機材 

PDM Ver. 4 2019 年 12 月 12 日 - 上位目標、プロジェクト目標および成果の指標設定 
PDM Ver. 5 2020 年 2 月 4 日 - 上位目標、プロジェクト目標および成果の指標の見直し 

出典： PAPRIZ2 チーム 
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第 9 章 合同調整委員会の開催 

本プロジェクトの実施期間中、次表に示すとおり、計 6 回の JCC を開催した。JCC の目的は、

作成したモニタリングシートに基づくプロジェクト活動の進捗の確認とプロジェクト目標や各成

果達成に向けた活動の方向性の確認であった。全 6 回の JCC の議事録は、添付資料 7 に示す。 

表 9.1.1 JCC 開催記録 
No. 開催日 開催場所 参加人数 協議内容 

第 1 回 JCC 2016 年 12 月 5 日 Ndiambour ホテル（ダカー

ル） 
27 名 - プロジェクト活動の進捗確

認 
- PDM Ver.1 の承認 

第 2 回 JCC 2017 年 12 月 6 日 Ganale ホテル（ダカール） 26 名 - マスタープランの確認 
- プロジェクト活動の進捗確

認 
- PDM Ver.2 の承認 

第 3 回 JCC 2019 年 1 月 28 日 Al Afifa ホテル（ダカール） 26 名 - マスタープランの確認 
- プロジェクト活動の進捗確

認 
- PDM Ver.3 の承認 

第 4 回 JCC 2019 年 12 月 12 日 Al Afifa ホテル（ダカール） 36 名 - プロジェクト活動の進捗確

認 
- PDM Ver.4 の承認 

第 5 回 JCC 2020 年 2 月 4 日 Résidence Mamoune（ダカー

ル） 
18 名 - 中間評価結果の共有 

- PDM Ver.5 の承認 
第 6 回 JCC 2021 年 8 月 17 日 オンラインで開催 25 名程度 - 終了時評価結果の共有 
出典： PAPRIZ2 チーム 

第 5 回 JCC および第 6 回 JCC は、日本側とセネガル側の中間評価および終了時評価ミッション

と同時に開催され、それぞれの評価結果が関係者に共有された。 
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第 10 章 上位目標達成に向けた提言 

SAED は、上位目標達成に向け、プロジェクトの各成果の持続性を担保するとともに、コメの

サプライチェーンの改善に取り組むことが求められる。これらの取り組みは、以下の提言を踏ま

え、実施することが望まれる。 

(1) 成果 1 の持続性担保に向けて 

1) マスタープランに沿った開発の継続とプログラム／プロジェクトの進捗のモニタリング

結果を踏まえた計画の見直し 

本プロジェクトでは、マスタープランの策定と技術支援の 2 つの活動を並行して行った。技術

支援では、マスタープランで提案したプログラム／プロジェクトの一部の活動を取り込み、セネ

ガル川流域の稲作セクター関係者の能力強化を行った。その活動の成果は、ガイドラインおよび

マニュアルとして SAED に引き継がれている。プロジェクト終了後、本プロジェクトの成果品を

活用し、農業者研修専門センター（CIFA）と連携の下、マスタープランに沿った技術支援活動を

継続していくことが望まれる。 

一方、生産基盤の整備においては、マスタープランの提案に沿って、ダガナ県およびポドール

県を対象としたセネガル川流域灌漑稲作事業（円借款）が実施される。更に、SAED による各ド

ナーへの働きかけにより、マスタープランに沿った開発が行われ始めている。 

SAED は、これら事業の進捗のモニタリングを行い、周辺状況の変化を踏まえつつ、より現実

に即した計画となるよう、マスタープランを見直していく必要がある。見直しに基づき、活動の

重複を避け、必要なプログラム／プロジェクトを適期に行うことで、本プロジェクトの上位目標

および国家目標の達成が可能となる。 

2) SAED の要員強化 

SAED は、セネガル川流域の灌漑稲作開発において、稲作生産基盤整備と技術支援における公

共サービスの提供を担ってきた。マスタープランに沿ったプログラム／プロジェクトの実施と本

プロジェクトの成果の普及のため、本プロジェクト終了後も SAED は、引き続き重要な役割を担

うことが期待される。生産基盤の整備においては、灌漑排水施設や関連施設の新規開発や改修／

改善事業の監理、技術支援においては、栽培技術普及に加え、生産者組織の強化を行うことが求

められる。収穫後処理や農業機械分野では、SAED に管轄する部署が存在しない中、本プロジェ

クトでは、SAED 職員と協力して活動を行ってきた。その結果、SAED は、これら分野における

活動の重要性を理解し、新たに担当職員を任命した。任命された職員は、各分野におけるモニタ

リング活動を行っている。 

このモニタリング結果を踏まえ、SAED は収穫後処理と農業機械分野で取り組むべき活動を明

確にし、それを実行するために SAED の組織を改編・強化していく必要がある。具体的には、こ

れら分野を担当する新たな部署の設立や要員の増強、予算の確保だけでなく、職務を明記した定

款の見直し等の制度整備である。 

(2) 成果 2 の持続性担保に向けて 
1) 生産者間普及による参加型維持管理／水管理活動のセネガル川流域全域への普及 

SAED は、上位目標の達成に向け、生産者組織への研修実施や維持管理に必要な工具の調達等

にかかる費用を確保し、セネガル川流域全域に維持管理活動および水管理活動の普及を継続する

ことが求められる。しかし、現状では、SAED 自身でこれらの予算を確保することが困難な状況
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にある。そのため、他ドナーが実施する灌漑開発プロジェクトに、プロジェクトが実施した維持

管理／水管理にかかる活動を組み込み、必要な資金を確保することで、活動を継続していくこと

が可能になる。また、既存の小規模灌漑地区の維持管理基金（FOMPI）等を活用し、維持管理に

必要な機材・工具を調達することも検討すべきである。 

(3) 成果 3 の持続性担保に向けて 
1) 普及・モニタリングシステムに則った普及活動の継続 

SAED と本プロジェクトで構築した普及・モニタリングシステム（①栽培技術にかかる理論研

修および実践研修、②普及モニタリングシートを活用した生産者のモニタリング、③モニタリン

グ結果に基づく技術普及活動計画の見直し）は、SAED 普及員による統一した技術普及とモニタ

リングを通じた技術普及活動の改善を目的としている。上位目標達成に向け、SAED は、以下の

留意点を踏まえ、本システムを強化し、生産者による推奨技術の適用を支援していくことが必要

である。 

- データ収集や分析の効率化のため、ICT を活用し、普及・モニタリングシートの電子化を

行う。 
- 得られたモニタリング結果の効率的な活用に向け、SAED 本部および支所の役割や連携方

法の見直しを行う。 
- 病害虫の発生を早期に把握し、研究機関と連携した病害虫防除対策を行うため、普及・モ

ニタリングシートに病害虫防除の項目を加える。 

また、栽培技術にかかる研修では、理論研修に加え、生産者に対し、観察と実践を通じて推奨

栽培技術への理解を促すため、展示圃場を利用した FFS の活用が重要となる。効果的な FFS の実

施のためには、作期開始前に SAED と生産者組織の間で FFS 実施にかかる合意を得るとともに、

実施スケジュールや役割分担を明確にする必要がある。 

2) 種子生産技術普及の強化 

種子品質の低さは、近年、特にポドール県において灌漑水稲収量向上を妨げる主要因の一つと

して認識されており、上位目標の達成に向け、種子品質の向上は必須である。作物の種子生産お

よび管理は、中央レベルでは MAER の種子課（DISEM）、地方レベルでは州農村開発局（DRDR）
および県農業事務所（SDDR）がその責任を担っている。これらの機関の主な業務は、圃場の検査

および生産種子の品質検査を行うことであり、種子生産にかかる技術指導は行っていない。SAED
はこれらの機関と協力し、種子品質向上に向けた技術普及を担うことが期待される。 

SAED は独自の技術普及員を有しており、本プロジェクトが作成した種子生産技術マニュアル

および種子生産技術研修教材を用いて、種子生産者に対して技術普及を実施することが可能であ

る。特にポドール県においては、新たに発足した種子生産者ネットワーク（RESEP）との連携に

より、より効率的な技術普及を行うことが期待される。 

3) 品種普及体制の構築 

2017 年末にセネガルの種子委員会で承認された ISRIZ 品種は、品種の普及を担う機関が明確で

ないため、品種普及にかかる活動が行われていない。SAED は、品種の開発ならびに原原種種子

の生産を担う ISRA、および種子生産の管理を担う DRDR/SDDR と連携し、各支所が管轄する灌

漑地区の生産者に品種情報および品種展示を通じた普及を行うことが求められる。 

品種普及の手法としては、ISRIZ 品種の生育特性を比較展示するため、灌漑地区内の種子生産

者圃場に ISRIZ 品種と既往品種を同時に栽培する品種展示圃場を設置することが有効である。従

来から新品種の普及が遅れてきたポドール県においては、RESEP と連携し、各灌漑地区の種子生



セネガル国セネガル川流域灌漑稲作生産性向上プロジェクト 

10-3 

産者による新品種の展示栽培が望まれる。これらにより、種子生産者が新品種の特性を把握し、

優良種子生産が可能になるだけでなく、周辺の一般生産者が種子生産者圃場を訪問することによ

り、新品種情報が伝播、共有される。展示する品種の選定は、ISRA および DRDR からダガナ県

における品種普及状況にかかる情報を入手しつつ、品種特性や生産者の意向を踏まえて行うこと

が望まれる。SAED は RESEP に対し、品種普及状況にかかる情報の共有、および品種栽培技術を

指導する役割を担う。 

4) 籾保管倉庫の増強 

次表に示すとおり、対象地域では籾倉庫の容量が不足しており、約半数の生産者が適切に籾を

管理することができず、籾の品質に悪影響を与えている。 

表 10.1.1 セネガル川流域における籾生産量および主要籾貯蔵施設の貯蔵容量 
項目／地域 単位 ダガナ ポドール マタム バケル 合計 

1 籾生産量（2014/15 シーズン）*1 
  雨季作生産量 ton 121,052 46,317 38,038 2,660 208,067 
  乾季作生産量 ton 187,587 34,722 597 0 222,906 
  シーズン合計 ton 308,639 81,039 38,635 2,660 430,973 
  総生産量に占める各地区の比率 71.6% 18.8% 9.0% 0.6%  
2 籾貯蔵容量（2017）*2 
  貯蔵施設数 か所 146 149 67 27 389 
  合計貯蔵容量 ton 68,416 29,130 9,897 3,765 111,208 
3 作期別の貯蔵施設容量の過不足量（▲記号は容量不足を示す） 
  雨季作 ton ▲52,636 ▲17,187 ▲28,141 1,105 ▲96,859 
  生産量に対する貯蔵容量の割合 56.5% 62.9% 26.0% 141.5% 53.4% 
  乾季作 ton ▲119,171 ▲5,592 9,300 3,765 ▲111,698 
  生産量に対する貯蔵容量の割合 36.5% 83.9% 1,657.8% - 49.9% 

出典： マスタープランファイナルレポート（2018） 

その結果、精米品質の低下を招き、精米歩合の向上を阻んでいる。更に、精米業者は、収穫後

の籾を直ちに精米する必要があるため、籾処理量の季節変動が生じ、配備した精米機器の適正能

力を発揮することが難しい。 

上位目標達成に向け、SAED はドナー等と連携し、各地域の籾生産量を踏まえ、適切な容量の

籾保管倉庫を整備していくことが求められる。必要量の籾保管倉庫が確保されることで、精米品

質の向上だけでなく、精米設備の通年稼働が可能となり、精米業者の収益改善が期待される。 

5) 収穫後処理マニュアルの普及を通じた精米技術の改善 

SAED は、上位目標の達成に向け、大小規模精米業者に対し、引き続き技術研修を実施するこ

とが求められる。しかし、現状では、SAED が研修実施にかかる予算を確保することが困難な状

況である。そのため、ARN や小規模精米業者協会と連携し、各協会が開催する総会にて、本プロ

ジェクトで作成した収穫後処理マニュアルを活用し、定期的にフォローアップ研修を行うことが

必要である。 

6) 小規模精米業者に対する融資の拡大 

精米選別機を導入した小規模精米業者の収支分析の結果、金融機関による既存の融資制度を活

用して精米選別機を導入した場合、融資を返済可能で、かつ、十分な利益を得ることが可能と分

かった。しかし、小規模精米業者は、精米選別機導入および原料となる籾を買い付けるための資

金力が乏しく、更に金融機関から融資を得ることが困難な状況にある。 

セネガル川流域における小規模精米業者のビジネス拡大を促進するため、LBA等の金融機関は、

MAER、商務省および SAED と連携し、小規模精米業者への精米選別機導入および原料籾購入の
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ための既存融資制度をさらに拡大、強化していくことが必要である。既存融資の拡大・強化によ

り、本プロジェクトの上位目標達成が可能となる。 

(4) 成果 4 の持続性担保に向けて 

1) 農業機械化戦略に沿った農業機械化の促進 

農業機械化戦略は、①民間セクターの活用、②小型農業機械の導入、③農業機械の維持管理に

かかる能力強化の推進、を基本方針としている。セネガル川流域では、2017 年に比べ、農業機械

サービスプロバイダー数は約 2.5 倍となっている。今後も民間セクターを中心とした農業機械サ

ービスの拡大のため、セネガル政府には、農業機械やスペアパーツ調達、農業機械ビジネス新規

就業者への税制優遇や補助金制度の導入が求められる。 

農業機械の導入では、中小型の農業機械の導入を検討すべきである。ポドール県以東では、圃

場の区画面積が 1 ha 以下と小さいことから、収穫においては、中小型のコンバインハーベスター

の適用性が高い。以下の点に留意し、中小型の農業機械導入を進めることが望まれる。 

- 本格導入前の現地での適用試験の実施 
- メーカーや代理店による操作研修や維持管理研修の実施 
- スペアパーツの供給網の整備や修理維持管理サービスの義務化 

なお、適用試験の実施に際し、現場の状況を反映した計画の立案や評価を行うため、既存の行

政官だけでなく、研究機関や民間の組織に所属する人材も活用することが望まれる。 

農業機械化戦略に従った活動の実施に向け、SAED は、MAER の農村施設近代化局（DMER）
と政策的な連携を強化していくことが求められる。SAED は、農業機械インベントリや農業機械

標準仕様書の更新を行い、その結果に基づき、DMER と必要な政策について協議することが必要

である。SAED の各支所は、更新のノウハウを有しており、この知見を活用することで更新作業

は可能である。更新に必要な予算については、SAED 本部が調整し、セネガル川流域で実施され

ている各プロジェクトの資金を確保することが求められる。 

2) プロジェクトで養成された人材を活用した農業機械サービスプロバイダーの継続的な能

力強化 

本プロジェクトでは、農業機械化研修を通じてダガナ県とポドール県の農業機械サービスプロ

バイダーのオペレーターの能力強化を行い、地元の民間人材を研修講師として育成した。 

2021 年にサンルイに開設された農業機械訓練センターは、研修ノウハウや機材が整っているこ

とから、サービスプロバイダーの能力強化に取り組むには効率的かつ効果的な場所である。同セ

ンターには、本プロジェクトで講師を務めた上記民間人材の内 2 名が、研修講師として研修運営

を行っている。更に、本プロジェクトの研修で指導した項目を研修に取り入れている。今後、SAED
は、同センターとの連携を通じ、サービスプロバイダーのニーズに即した能力強化を行うことが

期待される。 

(5) 成果 5 の持続性担保に向けて 
1) 二期作の推進 

本プロジェクトでは、二期作システムを確立し、それが二期作実施に向け有効であることを実

証した。しかし、図 7.5.1 に示したとおり、二期作推進に向け、未だ解決すべき課題が残されてい

る。SAED および関係機関は、二期作推進に向け、次表に示す活動を行うことが求められる。  
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表 10.1.2 二期作推進に向けて SAED および関係機関が実施すべき活動 
課題 実施すべき活動 責任機関 

二期作モデル灌漑地区の確
立 

- コメサプライチェーンを踏まえた灌漑地区の新
規開発および改修 

- 灌漑排水施設や関連施設の新規開発／改修され
た地区での二期作システム適用にかかる支援 

SAED およびドナー 

籾倉庫容量の改善 - セネガル川流域のコメ生産量を踏まえた籾倉庫
の増設 

SAED およびドナー 

二期作システムの普及 - 土壌条件や生産者の意欲を考慮した二期作を推
進する優先地域の選定 

- 優先地域のユニオン／GIE に対する二期作シス
テムにかかる研修 

- ICT 技術を活用した栽培管理システムの整備 

SAED およびドナー 

生産者の二期作への意欲向
上 

- 雨季作の収量が低い原因の解明と解決策の実証
試験 

- 雨季作の収量向上に向けた解決策の普及 

SAED および ISRA 

既存の融資返済システムの
見直し 

- ICT 技術を活用した精米業者による籾集荷にか
かる一元管理システムの整備 

- 一元管理システムを用いた融資返済金額の把握 

SAED、LBA およびドナ
ー 

生産者による適期融資返済 - 融資返済にかかる啓発活動の継続 
- 適期に融資を返済した GIE へのインセンティブ

の付与（利率や自己負担比率の軽減） 

SAED および LBA 

出典： PAPRIZ2 チーム 

(6) コメサプライチェーンの改善に向けて 
1) コメサプライチェーンの関与者の連携強化 

コメの生産から販売に至るサプライチェーンにおける関与者は多岐に渡る。それぞれの関与者

の利益を確保するためには、関与者間の情報共有や相互信頼の醸成を図り、コメサプライチェー

ンの円滑化を図ることが欠かせない。しかし、現状では、これらが不十分なため、籾や精米の品

質低下や流通の停滞を招き、結果として関与者が十分な収益を得ることができていない。 

本プロジェクトでは、SAED と協力・連携し、同業者内の情報共有を目的としたネットワーク

（種子生産、精米業者、農業機械サービスプロバイダー）の設立を支援してきた。これらネット

ワークは、関与者間の連携を強化するため、業者内だけでなく、他のネットワークやコメ専門委

員会（CIRIZ）と情報共有を行うことも求められる。更に、SAED は、コメセクターの発展を支え

る組織として、これらネットワークと CIRIZ の情報共有を促し、関与者間の相互信頼の醸成を図

ることが期待される。また、籾および精米の生産状況を一元的・包括的に管理し、ネットワーク

を通じ、各関与者に必要な情報を提供する必要がある。SAED が主体となるこれらの活動がコメ

サプライチェーンの円滑化につながり、各関与者が期待される収益を上げ、セネガル川流域のコ

メセクターがより魅力的な産業となり持続的に発展することが期待される。 



添付資料  



添付資料 1 
プロジェクトデザインマトリックス 

（PDM）Ver.5  



Project Design Matrix (PDM) (Ver.5)
Project Name： The Project for Improvement of Irrigated Rice Productivity in the Senegal River Valley (PAPRIZ2) Version 5
Project Period： 5　years from Japanese Experts dispatch Implementation agency: National Company for the Development and Exploitation of the Senegal River Delta, Senegal River and Faleme Valley Lands (SAED) Date: 4 February 2020

Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions

Production and quality of the SRV rice is improved and marketed volumes of the SRV rice is
increased.

Three years after the Project Completion in the SRV compared with 2015;
1. Paddy production increases by 8%.
2. Milling yield(*) increases by at least 1%.
(* milling yield =milled rice/paddy)
3. The proportion of paddy processed with small rice mills which are equipped with rice grading equipment reaches 10%.
4. More than 70% of rice millers trained by PAPRIZ2 and SAED feel the increase of dealing amount of rice produced in the SRV.
5. Cropping intensity of rice increases by 5%.

1,5: Report of SAED
2: Record of rice millers in the SRV (Sample survey)
3: Interview survey with rice millers and LBA
4: Interview survey with rice value chain actors

Production and quality of rice produced in the target areas in the SRV are improved. At the end of the Project in Dagana and Podor compared with 2015;
1. Paddy production increases by 4%.
2. Milling yield(*) increases by at least 1%.
(* milling yield =milled rice/paddy)
At the end of the Project, particularly after the double-cropping projects, in Dagana and Podor compared with the beginning of the
projects;
3. Cropping intensity of rice increases by 2%.

1,3. Annual report of Dagana and Podor delegations
2. Sample survey to rice millers in the target area

1.Price of imported rice does not decrease
drastically.
2.Development Partners continue
supporting rice sector.

1 Programs/projects based on the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan (2018-
2027) in the SRV is implemented.

1-1. The Task Force for the Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is established and functions properly.
1-2. The Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is validated by MAER.
1-3. Results on the activities on Output 2 to Output 5 are capitalized.

1-1: Minutes of Task Force Meeting
1-2: Minutes of meeting of Validation Meeting, Approval
letter of MAER
1-3: Mission Letter of SAED, Annual Action Plan of
SAED

2 Irrigation schemes are properly operated and maintained in the target areas. 2-1. 70% of GIEs which received trainings/workshops on maintenance of irrigation schemes prepare a maintenance plan.
2-2. Ten (10) GIEs establish maintenance fund for small scale maintenance.
2-3. 60% of GIEs which prepare a maintenance plan implement maintenance of irrigation schemes.
2-4. 70% of GIEs which have trainings decrease the irrigation costs by 5%

2-1: Interview survey
2-2: Interview survey
2-3: Monitoring result
2-4: Electric bill

3 Productivity and quality of paddy are improved in the target areas. 3-1. Rice farmers who received guidance on rice cultivation techniques from SAED's agricultural advisors increase yield by 5%.
3-2. Monitoring and extension system for disseminating appropriate irrigated rice cultivation techniques by the Project is validated and
utilized by SAED.
3-3. Information on rice varieties is disseminated to the rice farmers of 20 GIEs/Unions in the Podor department.
3-4  50% of the seed multiplicators in Podor department who received technical training on seed production adopt the recommended
seed production techniques.
3-5. 70% of the warehouses properly control moisture content of paddy.
3-6. 95% of the rice millers from ARN who attended the training on maintenance, adjustment and reparation of the milling tools apply the
recommended techniques properly.
3-7. 70% of the small-scale rice millers who received training on rice processing techniques by the Project satisfy the knowledge transfer
from the Project.
3-8. The six (6) small rice millers who were provided with rice grading equipment by the Project properly sort out milled rice by size.
3-9. The six (6) small rice millers who were provided with rice grading equipment by the Project increase the quantity of milled rice for
marketing.

3-1: Data of SAED Dagana and Podor Delegations
3-2: Report of the Project
3-3,3-4: DRDR Saint Louis
3-5: Result of monitoring
3-6, 3-7, 3-8, 3-9: Interview survey with rice millers

4 Availability and quality of services provided by agricultural service providers in the target
areas are improved.

4-1. 80% of agricultural machinery service providers in Dagana and Podor attend the training session of the project on driving,
maintenance and operation/management of agricultural machinery.
4-2. 70% of members of GIE in each pilot site satisfy availability and quality of the services provided by agricultural machinery service
providers.
4-3. 80% of the agricultural machinery service providers providing services in the pilot sites pass the skill check about agricultural
machinery.
4-4. All private service providers in pilot sites can complete the business agreement.

4-1: Inventory list and Attendance list of training
4-2: Result of interview after cropping season
4-3: Report of the Project
4-4: Result of interview after cropping season
4-5: Result of interview after cropping season

5 System for double cropping of rice is disseminated in the target areas. 5-1. Efficient rice double cropping system is established.
5-2. Five (5) Unions receive trainings on the system for double cropping of rice.
5-3. Two (2) irrigation schemes except the pilot sites by the Project apply the system for double cropping of rice.

5-1: Double cropping plan of rice, Report of CNCAS on
annual loan
5-2: Report of the Project
5-3: Data of SAED Dagana and Podor Delegations

Project Purpose

Outputs Trained agriculture advisor continues to
work in SAED.

Target Area: Whole Senegal River Valley for Output 1; Departments of Dagana and Podor
for Output 2-5 Target Group: Rice farmers, rice millers, agricultural machinery manufacturers, agricultural machinery service providers, mechanics and farmer organizations in the target areas

Narrative Summary
Overall Goal:



Activities
1-1. Establish a Task Force for formulating the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan in

the SRV.
JICA Senegal Natural disaster does not affect target

areas.
1-2. Draft a Rice Sector Development Strategy/ Master Plan.

1-3. Share and validate the strategy/ Master Plan with related stakeholders.

1-4. Support SAED in implementing the programs/projects of the Master Plan.

2-1. Support long-term sustainable management of Union/GIEs.

2-2. Disseminate participatory approach in the implementation for small-scale maintenance of
irrigation scheme.

2-3. Promote rational irrigation water management.

3-1. Provide training on rice cultivation techniques based on the PAPRIZ extension guide and
SAED manual.

3-2. Implement activities for establishing solid system on extension and monitoring of irrigated
rice cultivation at SAED

3-3. Implement activities for disseminating quality rice seed in Podor department.

3-4. Implement activities for improving paddy quality management techniques.

3-5. Conduct the capacity building for large scale rice millers.

3-6. Conduct the capacity building for small scale rice millers.

4-1. Conduct training for service providers  (farmers unions/GIE, agricultural machinery service
providers) on business and technical skills in the target areas.

4-2. Establish networks for farmers unions and agricultural machinery service providers.

4-3. Facilitate and support the service providers in expanding business in the department of
Podor.

4-4. Facilitate the service providers to access existing funds and credits.

5-1. Develop a system for double cropping of rice.

5-2. Promote the system of double cropping of rice.

Inputs

(1)Dispatched of Experts:
1) Team Leader / Rice Promotion Strategy
2) Co-Team Leader / Irrigation Scheme Management / Water Management
3) Rice Cultivation
4) Capacity Building / Institution Building / Agricultural Machinery (1)
5) Irrigation Development Plan
6) Post-harvest / Agricultural Machinery (2)
7) Entrepreneurship promotion
8) Training/Extension
9) Distribution / Marketing
10) Project Coordination / Training / Extension (Assistant) / Rice Cultivation
      (Assistant)

(2) Provision of Counterpart Training:
Trainings in Japan and/or third countries as necessary

(3) Facilities/Equipment
Project Vehicles, office equipment, agricultural machinery (6 sets of destones and rice grading machines with peripheral facilities, 4 sets
of small reapers, 8 set of weeder machines and 60 sets of portable grains moisture meter) and other necessary equipment

(4) Local Cost
Local cost for project activities

(1) Counterparts
1) Director of Directorate of Rural Development and
support for Communities (DDAC)
2), 5) Head of the Division of Studies and Works,
Directorate of Planning and Hydro-agricultural Facilities
(DAIH)
3) Rice Programme Manager
4) Head of Division of Support for the
Professionalization, DCAP
6) Research Officer, DCAP
7) Technical Advisor/Small and Medium Enterprises
8) Head of Division of the Conception of Methods and
Tools, DCAP
9) Research Officer, DCAP

(2) Project Office(s)
Saint-Louis and Podor

(3) Expenditures related to project activities

Pre-conditions
1. Security situation in Senegal and
neighboring countries does not get worse.
2. Economic condition in Senegal does not
get worse seriously.
3. National policy for rice promotion in
Senegal is not drastically changed.
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Project Title:  The Project for Improvement of Irrigated Rice Productivity in the Senegal River Valley (PAPRIZ2)

Equipment

Training in Japan

In-country/Third country Training

Activities
Sub-Activities

             Monitoring Sheet II
             Plan of Operations (PO) 

Inputs 
Plan 1st Year　2016 2nd Year　2017 3rd Year　2018  4th Year 2019 5th Year 2020 6th Year 2021

Actual Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Expert

Team Leader / Rice Promotion Strategy
Plan 

Actual

Co-Team Leader / Irrigation Scheme Management / Water Management
Plan 

Actual

Rice Cultivation
Plan 

Actual

Capacity Building / Institution Building / Agricultural Machinery 1
Plan 

Actual

Agricultural Machinery 1-2
Plan 

Actual

Irrigation Development Plan
Plan 

Actual

Post-harvest / Agricultural Machinery 2
Plan 

Actual

Entrepreneurship Promotion
Plan 

Actual

Training / Extension
Plan 

Actual

Distribution / Marketing
Plan 

Actual

Project Coordination / Training / Extension (Assistant) / Rice Cultivation (Assistant)
Plan 

Actual

Office Equipment Plan 
Actual

Vehicles Plan 
Actual

Rice Milling Machine Plan 
Actual

Destoner Plan 
Actual

Rice Grading Machine Plan 
Actual

Motorized Thresher Plan 
Actual

Motorized Reaper Plan 
Actual

Weeder Machine Plan 
Actual

Grain Moisture Meter Plan 
Actual

Training for Rice Promotion in Japan
Plan 

Actual

Training in Egypt
Plan 

Actual

Plan 1st Year　2016 2nd Year　2017 3rd Year　2018  4th Year 2019 5th Year 2020 6th Year 2021
Actual Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Output 1: Programs/projects based on the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan (2018-2027) in the SRV is implemented.

1.1 Establish a Task Force for formulating the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan in the SRV.
Plan 

Actual

1.1.1 Identify the members of Master Plan Task Force and determine their roles and responsibilities
Plan 

Actual

1.1.2 Obtain MAER's approval for the Master Plan Task Force establishment
Plan 

Actual

1.1.3 Hold Task Force meetings to share monitoring results on the implementation of the Master Plan
Plan 

Actual



Inputs 
Plan 1st Year　2016 2nd Year　2017 3rd Year　2018  4th Year 2019 5th Year 2020 6th Year 2021

Actual Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1.2  Draft a Rice Sector Development Strategy/ Master Plan.
Plan 

Actual

1.2.1 Review the present master plan (2005 - 2015)
Plan 

Actual

1.2.2 Conduct several kinds of surveys for data collection and analysis in the Senegal River Valley
Plan 

Actual

1.2.3 Establish a strategy (by indicating consumption, target production, and population increasing rate, etc.)
Plan 

Actual

1.2.4 Formulate a draft plan for the implementation and M&E of the strategy
Plan 

Actual

1.3 Share and validate the strategy/ Master Plan with related stakeholders.
Plan 

Actual
1.3.1 Report scope of work, progress and interim report of the study for the Rice Sector Development Strategy/Master Plan to relevant stakeholders
including SAED, donor groups, ministries, etc.

Plan 
Actual

1.3.2 Organize seminar for draft final report for the Rice Sector Development Strategy/Master Plan
Plan 

Actual

1.3.3 Finalize the master plan
Plan 

Actual

1.4 Support SAED in implementing the programs/projects of the Master Plan.
Plan 

Actual

1.4.1 Monitor the implementation of the Master Plan.
Plan 

Actual

1.4.2 Analyze the monitoring results on Master Plan implementation
Plan 

Actual

1.4.3 Prepare recommendation on the implementation of the Master Plan in the subsequent period.
Plan 

Actual
Output 2: Irrigation schemes are properly operated and maintained in the target areas.

2.1 Support long-term sustainable management of Union/GIEs.
Plan 

Actual

2.1.1 Survey on challenges faced by Union/GIEs and develop a strategy for the sustainable management of Unions/GIEs
Plan 

Actual

2.1.2 Review training module practiced by CGER and make necessary upgrading/modifications on the module on sustainable management of Unions/GIEs
Plan 

Actual

2.1.3 Awareness and training to DAGE and Extension Officers on module
Plan 

Actual

2.1.4 Implement training to target Unions/GIEs by CGER with DAGE and extension officers using upgraded module
Plan 

Actual

2.1.5 Tuning of module
Plan 

Actual

2.1.6 Establish a Manual of Procedures to support long-term sustainable management of Unions/GIEs in SAED
Plan 

Actual

2.2 Disseminate participatory approach in the implementation for small-scale maintenance of irrigation scheme
Plan 

Actual
2.2.1 Set up the working group to review the guidelines prepared under PAPRIZ and study the possibilities of integration of the maintenance strategy of
PAPRIZ  to a part of FOMPI and discuss how to apply the PAPRIZ achievements to a part of FOMPI and other funds (preparation of strategy)

Plan 
Actual

2.2.2 Prepare a new procedure (draft) for implementation of the participatory small scale maintenance applying available funds.
Plan 

Actual

2.2.3 Conduct necessary awareness and training to DAGE and Extension Officers
Plan 

Actual

2.2.4 Verify the guideline on participatory small scale maintenance in the selected irrigation schemes
Plan 

Actual

2.2.5 Tuning of procedure
Plan 

Actual

2.2.6 Develop a dissemination plan for small scale maintenance activities for small scale irrigation schemes
Plan 

Actual

2.2.7 Monitor of the execution of the dissemination plan by DAGE and Extension Officers
Plan 

Actual

2.2.8 Finalize the guideline
Plan 

Actual

2.2.9 Prepare a manual on participatory small scale maintenance for producers based on the guideline
Plan 

Actual



Inputs 
Plan 1st Year　2016 2nd Year　2017 3rd Year　2018  4th Year 2019 5th Year 2020 6th Year 2021

Actual Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

2.3 Promote rational irrigation water management.
Plan 

Actual

2.3.1 Survey on the present water management practices and identify challenges
Plan 

Actual

2.3.2 Prepare guideline for appropriate irrigation water management planning and implementation
Plan 

Actual

2.3.3 Conduct necessary awareness and training to DAGE and Extension Officers
Plan 

Actual

2.3.4 Verify the guideline on water management
Plan 

Actual

2.3.5 Tuning the guideline on water management
Plan 

Actual

2.3.6 Finalize the guideline
Plan 

Actual

2.3.7 Prepare a manual on water management for producers based on the guideline
Plan 

Actual
Output 3: Productivity and quality of paddy are improved in the target areas.

3.1 Provide training on rice cultivation techniques based on the PAPRIZ extension guide and SAED manual. Plan 
Actual

3.1.1 Formulate training plan on rice cultivation technique and monitoring plan for SAED agricultural advisors, animators of NGO and irrigated rice farmers Plan 
Actual

3.1.2 Develop training curriculum and schedule on the rice cultivation techniques Plan 
Actual

3.1.3 Conduct the training on rice cultivation techniques for SAED agricultural advisors and animators of NGO Plan 
Actual

3.1.4 Conduct the training on rice cultivation techniques for irrigated rice farmers Plan 
Actual

3.2 Implement activities for establishing solid system on extension and monitoring of irrigated rice cultivation at SAED Plan 
Actual

3.2.1 Conduct a survey on present extension and monitoring system at SAED Plan 
Actual

3.2.2 Formulate draft extension and monitoring system on the dissemination of irrigated rice cultivation techniques at SAED Plan 
Actual

3.2.3 Prepare and test monitoring and guidance sheets to standardize the monitoring and extension method to be applied throughout the SRV Plan 
Actual

3.2.4 Formulate training plan to disseminate irrigated rice cultivation techniques using demonstration plots Plan 
Actual

3.2.5 Prepare training materials for disseminating irrigated rice cultivation techniques using demonstration plots Plan 
Actual

3.2.6 Conduct the training of trainers for SAED agricultural advisors on the dissemination of irrigated rice cultivation techniques using demonstration plots Plan 
Actual

3.2.7 Test and revise the training on irrigated rice cultivation techniques for rice producers using training materials at demonstration plots Plan 
Actual

3.2.8 Integrate an extension and monitoring system into an ICT system established at SAED Plan 
Actual

3.3 Implement activities for disseminating quality rice seed in Podor department. Plan 
Actual

3.3.1 Conduct a survey on the use of rice varieties and certified seeds by Podor rice farmers Plan 
Actual

3.3.2 Formulate a support programme for disseminating seed multiplication techniques Plan 
Actual

3.3.3 Examine seed multiplication techniques to improve seed quality at field level in the Podor department Plan 
Actual

3.3.4 Prepare a training guide on seed multiplication technique Plan 
Actual

3.3.5 Conduct training on seed multiplication techniques for seed multiplicators in Podor department Plan 
Actual

3.3.6 Implement demonstration of selected new rice varieties in the different locations of the SRV Plan 
Actual

3.3.7 Organize market days of certified seeds of new varieties in the Podor department Plan 
Actual



Inputs 
Plan 1st Year　2016 2nd Year　2017 3rd Year　2018  4th Year 2019 5th Year 2020 6th Year 2021

Actual Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

3.4 Implement activities for improving paddy quality management techniques. Plan 
Actual

3.4.1 Monitor the moisture contents of paddy at maturity period in both dry and rainy seasons in the double cropping pilot sites Plan 
Actual

3.4.2 Conduct a survey on the situation of paddy storage management. Plan 
Actual

3.4.3 Publish the guidebook on paddy storage techniques. Plan 
Actual

3.4.4 Formulate a training plan on paddy storage management based on above 3.4.3. Plan 
Actual

3.4.5 Conduct trainings on paddy storage management Plan 
Actual

3.5  Conduct the capacity building for large scale rice millers. Plan 
Actual

3.5.1 Study the current situation of large scale rice mills Plan 
Actual

3.5.2 Provide training/workshop on repair and maintenance work of processing machines for large scale rice mills Plan 
Actual

3.6 Conduct the capacity building for small scale rice millers. Plan 
Actual

3.6.1 Select six (6) small scale rice millers where the pilot project to process high quality milled rice is carried out Plan 
Actual

3.6.2 Assess the capacity of local manufacturers in manufacturing rice grading equipment Plan 
Actual

3.6.3 Determine the specification of rice grading equipment to be provided to the selected small scale rice millers for the pilot project Plan 
Actual

3.6.4 Determine terms and conditions for the provision of rice grading equipment to the selected small scale rice millers for the pilot project Plan 
Actual

3.6.5 Install grading equipment to the selected small scale rice millers for the pilot project Plan 
Actual

3.6.6 Conduct training on operation and maintenance of the grading equipment for the selected small scale rice millers for the pilot project Plan 
Actual

3.6.7 Monitor and guide the selected small scale rice millers for the pilot project in the operation and maintenance status to produce quality milled rice Plan 
Actual

3.6.8 Provide training workshop on post-harvest processing technology for small scale rice millers Plan 
Actual

Output 4: Availability and capacity of agricultural service providers in the target areas are improved.

4.1 Conduct training for service providers  (farmers unions/GIE, agricultural machinery service providers) on business and technical skills in the target areas. Plan 
Actual

4.1.1 Conduct training (business, accounting, machinery operation and maintenance, 5S) for farmers unions, service providers and repair shops of
agricultural machine and follow up the application of acquired knowledge

Plan 
Actual

4.1.2 Conduct individual consultation Plan 
Actual

4.2 Establish networks for farmers unions and agricultural machinery service providers. Plan 
Actual

4.2.1 Support the establishment and function of networks of farmers unions, service providers and repair shops of agricultural machine in the department of
Dagana and Podor (Holding meetings, Establishment of networks, implementation of activities)

Plan 
Actual

4.3 Facilitate and support the service providers in expanding business in the department of Podor. Plan 
Actual

4.3.1 Identify the demand for business promotion in the department of Podor. Plan 
Actual

4.3.2 Facilitate rice producers and agricultural machinery service providers to create a collective ordering system of agricultural machinery services Plan 
Actual

4.3.3 Hold an entrepreneurship seminar targeting GIEs and individuals interested in entrepreneurship of agricultural machinery services in the department
of Podor

Plan 
Actual

4.3.4 Support the entrepreneurship seminar participants to start and expanding business (foundation, funds and credits access, machinery procurement,
matching with customers, etc.)

Plan 
Actual

4.3.5 Conduct a test and demonstration on small harvesting machines in the pilot sites Plan 
Actual

4.3.6 Monitor and demonstrate the small harvesting machines in order to disseminate them Plan 
Actual

4.4 Facilitate the service providers to access existing funds and credits.
Plan 

Actual

4.4.1 Identify existing funds and credits
Plan 

Actual

4.4.2 Hold a seminar with financial institutions to explain the existing funds and credits
Plan 

Actual
4.4.3 Conduct individual consultation (document preparation, repayment planning, etc.) for service providers, farmers unions, farmers groups and repair
shops and follow up the application of acquired knowledge

Plan 
Actual



Inputs 
Plan 1st Year　2016 2nd Year　2017 3rd Year　2018  4th Year 2019 5th Year 2020 6th Year 2021

Actual Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Output 5: System for double cropping of rice is disseminated in the target areas.

5.1 Develop a system for double cropping of rice.
Plan 

Actual

5.1.1 Grasp irrigation schemes which can achieve double cropping of rice
Plan 

Actual

5.1.2 Review the existing cropping calendar and loan system for double cropping of rice in the SRV
Plan 

Actual

5.1.3 Select target irrigation schemes of pilot project for double cropping of rice
Plan 

Actual

5.1.4 Develop a system for double cropping of rice including double cropping plan and loan system in each target irrigation scheme
Plan 

Actual

5.1.5 Implement the pilot project for double cropping of rice in the target irrigation schemes
Plan 

Actual

5.1.6 Modify the system for double cropping of rice
Plan 

Actual

5.2 Promote the system of double cropping of rice.
Plan 

Actual

5.2.1 Share the result of the pilot project with stakeholders
Plan 

Actual

5.2.2 Organize trainings/workshops on the system for double cropping of rice for Unions/GIEs
Plan 

Actual

5.2.3 Monitor the implementation of double cropping of rice by Unions/GIEs
Plan 

Actual

5.2.4 Prepare the guideline on dissemination of double cropping of rice
Plan 

Actual

Duration / Phasing Plan 
Actual

Monitoring Plan
Plan 1st Year　2016 2nd Year　2017 3rd Year　2018  4th Year 2019 5th Year 2020 6th Year 2021

Actual Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Monitoring
Joint Coordination Committee Plan 

Actual

Set-up the Detailed Plan of Operation Plan 
Actual

Submission of Monitoring Sheet Plan 
Actual

Monitoring Mission from Japan Plan 
Actual

Joint Monitoring Plan 
Actual

Post Monitoring Plan 
Actual

Reports/Documents
Project Completion Report Plan 

Actual
Public Relations

Plan 
Actual
Plan 

Actual
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専門家派遣実績（第1年次・第2年次）（2016年4月～2019年3月）
1. 現地業務

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

(9) (30) (31) (1) (4) (31) (30) (16) (18) (24) (29) (30) (17) (20) (31) (30) (15) (15) (28) (31) (12) (15) (26) (7) (13) (31) (2)

(26) (31) (31) (17) (16) (31) (31) (11) (24) (31) (30) (5) (28) (31) (31) (28) (1) (24) (21) (21) (31) (5) (26) (24)

(4) (23) (12) (27) (18) (21) (18) (6) (10) (30) (11) (5) (24) (1) (15) (4) (24) (8) (3) (29) (31) (6)

(29) (16) (29) (16) (5) (26) (25) (20) (28) (15) (29) (23) (24)

(5) (31) (9) (25) (20)

(29) (24) (26) (26) (29) (7) (30) (9)

(9) (30) (21) (3) (30) (21) (19) (31) (10) (30) (30) (14) (6) (31) (9) (5) (30) (10)

(16) (31) (12) (2) (30) (29) (16) (31) (13) (29) (16) (14) (31) (15) (6) (24)

(6) (31) (23) (4) (31) (10) (3) (30) (12) (3) (30) (27) (1) (31) (13) (5) (31) (9)

(22) (23) (19) (31) (14) (20)

(9) (27) (20) (25) (14) (12) (31) (9) (12) (28) (31) (14) (19) (20) (20)

2. 国内業務

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

(4)

(10)

2018
第2年次

農業機械1-2 松本　巌

2019担　当 氏　名 2016 2017
第1年次

組織強化/総合支援構築/
農業機械1-1

西山　範之

総括/稲作振興政策 尾形　佳彦

堀田　隆

稲作栽培

第1年次 第2年次
2016 2017 2018 2019

君島　崇

副総括/灌漑施設管理/水
管理

流通/マーケティング 秋山　晶子

収穫後処理/農業機械2 青木　照久

灌漑開発計画 田村　啓治

起業家育成 菅井　純

研修/普及
池田　亮平／
佐々木　雄太

本邦研修

収穫後処理/農業機械2 青木　照久

小浦　拓馬

業務調整/研修/普及（補
助）/稲作栽培（補助）

小浦　拓馬

担　当 氏　名



専門家派遣実績（第3年次）（2019年4月～2021年11月）
1. 現地業務

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

(7) (27) (31) (10) (7) (23) (10) (4) (17) (5)

(2) (24) (17) (12) (4) (30) (31) (31) (29) (14) (10) (30) (10) (10) (12)

(11) (14) (9) (20) (14) (14) (15)

(13) (31) (1) (9) (10) (11)

(18) (16) (1) (25)

(7) (31) (23) (9) (29) (14) (10) (22)

(19) (30) (11) (17) (28)

(14) (31) (10) (18) (27) (10) (15)

(13) (11) (30) (8) (15) (29) (11) (7) (30) (10) (17) (14)

2. 国内業務

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

(4) (4) (8) (8) (3) (3) (5) (7) (6)

(7) (7) (6) (8) (8) (11) (8) (8) (10) (10) (6) (7) (9.4) (2.6)

(4) (15) (10) (11) (2) (2) (8) (6) (2) (2) (6.8)

(15) (15) (15) (15) (10) (10)

(16) (10)

(6) (6) (9) (11) (10) (4) (8) (8) (3.4)

(9) (9) (12) (20) (10) (10) (20) (12)

(12) (10) (10) (10) (4) (12) (2) (2) (8) (7.2)

(4) (6) (10) (8) (2) (11) (11) (12) (8) (8) (8) (10) (10) (13) (2) (4) (8) (8) (0.6)

(6) (2) (4) (3) (4) (2)
CARD広域研修運営 若宮 理

2021

西山　範之

農業機械1-2 古市　信吾

収穫後処理/農業機械2 青木　照久

起業家育成/農業機械3 菅井　純

総括/稲作振興政策 尾形　佳彦

研修/普及（補助）/農村金融/
パイロット事業モニタリング

小浦　拓馬

農業機械1-2 古市　信吾

2020

研修/普及 佐々木　雄太

第3年次
2019 2020

研修/普及（補助）/農村金融/
パイロット事業モニタリング

小浦　拓馬

担　当 氏　名

副総括/灌漑施設管理/水管理 堀田　隆

稲作栽培/普及教材作成 君島　崇

組織強化/総合支援構築/農業
機械1-1

副総括/灌漑施設管理/水管理 堀田　隆

稲作栽培/普及教材作成 君島　崇

収穫後処理/農業機械2 青木　照久

起業家育成/農業機械3 菅井　純

研修/普及/種子生産 佐々木　雄太

組織強化/総合支援構築/農業
機械1-1

西山　範之

担　当 氏　名
第3年次

2019

総括/稲作振興政策 尾形　佳彦

2021

1
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研修実施実績  



研修実施実績 

年 研修／セミナー／ワークショップ 
研修実施日 

参加人数 研修／セミナー参加者 
（~から） （~まで） 

【成果 1】 
2016 問題分析ワークショップ（バケル県） 11/23 11/23 43 名 コメセクター関係者、SAED 職員 
2016 問題分析ワークショップ（マタム県） 11/24 11/24 35 名 コメセクター関係者、SAED 職員 
2016 問題分析ワークショップ（ポドール県） 11/30 11/30 40 名 コメセクター関係者、SAED 職員 
2016 問題分析ワークショップ（ダガナ県） 12/1 12/1 31 名 コメセクター関係者、SAED 職員 
2017 マスタープランインテリムレポートにかかるセミナー 2/20 2/20 37 名 コメセクター関係者、SAED 職員 
2018 マスタープランタスクフォースミーティング 3/15 3/15 17 名 コメセクター関係者、SAED 職員 

【成果 2】 
2017 維持管理・水管理研修 1/23 1/24 26 名 SAED ポドール支所普及員 
2017 維持管理・水管理研修 2/1 2/2 35 名 SAED ダガナ支所普及員 
2017 維持管理・水管理問題分析ワークショップ 9/21 9/21 18 名 モデル地区生産者（Nianga Dieri, Wodabe） 
2017 維持管理・水管理問題分析ワークショップ 10/4 10/4 16 名 モデル地区生産者（PIV de Mbagam） 
2017 水管理・維持管理 MoU 最終化にかかるワークショップ 12/21 12/21 18 名 モデル地区生産者（Nianga Dieri, Wodabe） 
2017 水管理研修 12/26 12/26 40 名 二期作パイロット地区生産者（Pont Gendarme） 
2017 水管理研修 12/27 12/27 36 名 二期作パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2017 水管理・維持管理 MoU 最終化にかかるワークショップ 12/28 12/28 17 名 モデル地区生産者（PIV de Mbagam） 
2018 維持管理・水管理研修 1/2 1/3 20 名 モデル地区生産者（Nianga Dieri, Wodabe） 
2018 維持管理・水管理研修 1/4 1/5 47 名 モデル地区生産者（PIV de Mbagam） 
2018 水管理研修 1/16 1/16 29 名 二期作パイロット地区生産者（Ngallenka） 
2018 組織強化研修 2/12 2/13 21 名 二期作パイロット地区生産者（Pont Gendarme） 
2018 組織強化研修 2/14 2/15 22 名 二期作パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2018 組織強化研修 3/6 3/9 57 名 二期作パイロット地区生産者（Ngallenka） 
2019 第 1 回維持管理／水管理ガイドラインバリデーションセミナー 2/8 2/8 20 名 SAED 職員 
2019 水管理研修 2/13 2/13 35 名 二期作パイロット地区生産者（Fanaye） 
2019 第 2 回維持管理／水管理ガイドラインバリデーションセミナー 2/19 2/19 15 名 SAED 職員 
2019 維持管理・水管理研修 2/25 2/26 35 名 普及地区生産者（ポドール県） 
2019 維持管理・水管理研修 3/5 3/5 48 名 普及地区生産者（ポドール県） 
2019 組織強化研修 7/10 7/12 34 名 二期作パイロット地区生産者（Fanaye） 
2019 活動結果の振り返りおよび次期活動計画作成にかかるワークショップ 12/23 12/23 25 名 モデル地区および普及地区の生産者 
2020 組織強化研修 1/15 1/16 29 名 二期作パイロット地区生産者（Pont Gendarme） 
2020 維持管理・水管理研修 1/16 1/23 148 名 普及地区生産者 

【成果 3】（栽培技術） 
2016 稲作技術研修 10/18 10/20 19 名 SAED ダガナ支所普及員 



年 研修／セミナー／ワークショップ 
研修実施日 

参加人数 研修／セミナー参加者 
（~から） （~まで） 

2016 稲作技術研修 10/26 10/28 25 名 SAED ポドール支所普及員 
2016 稲作技術研修 11/2 11/4 20 名 SAED マタム支所およびバケル支所普及員 
2016 稲作技術研修 12/6 12/7 23 名 ポドール県 NGO（UJAK）指導員および生産者 
2016 稲作技術研修 12/20 12/21 24 名 ポドール県 NGO（CORAD）指導員および生産者 
2017 稲作技術研修 6/14 6/15 29 名 SAED バケル支所普及員および生産者 
2017 稲作技術研修 6/16 6/17 20 名 マタム県の生産者 
2018 稲作技術研修 1/4 1/5 24 名 民間農業企業（Coumba Nor Thiam（CNT））と契約

する生産者 
2018 稲作技術研修 1/8 1/9 24 名 CNT 契約生産者 
2018 稲作技術研修 1/10 1/11 24 名 CNT 契約生産者 
2018 稲作技術研修 1/14 1/15 27 名 二期作パイロット地区生産者（Pont Gendarme） 
2018 稲作技術研修 1/17 1/18 32 名 二期作パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2018 稲作技術研修 1/22 1/23 26 名 ポドール県の生産者 
2018 稲作技術研修 1/24 1/25 27 名 ポドール県の生産者 
2018 稲作技術研修 1/26 1/27 31 名 ポドール県 NGO（CORAD）指導員および生産者 
2018 稲作技術研修 2/5 2/6 34 名 維持管理／水管理のモデル地区の生産者 
2018 稲作技術研修 2/14 2/15 30 名 維持管理／水管理のモデル地区の生産者 
2018 稲作技術研修 3/21 3/22 40 名 農業機械化活動パイロット地区の生産者 
2018 稲作技術研修 3/23 3/23 28 名 農業機械化活動パイロット地区の生産者 
2018 種子生産技術研修 6/12 6/13 20 名 ポドール県 NGO（CORAD）指導員、種子生産者、

州農村開発局職員、SAED ポドール支所職員 
2019 種子生産にかかる活動結果共有ワークショップ 1/3 1/3 15 名 SAED 職員、北部種子生産者組合、州農村開発局職

員 
2019 普及モニタリングシート承認ワークショップ 1/16 1/16 11 名 SAED 職員（本部および支所） 
2019 技術普及手法研修 1/19 1/20 10 名 SAED ポドール支所普及員 
2019 技術普及手法研修 2/11 2/12 10 名 SAED ダガナ支所普及員 
2019 種子生産技術研修 2/14 2/15 32 名 SAED 職員、種子生産者 
2019 技術普及手法研修 8/5 8/6 20 名 SAED マタム支所およびバケル支所普及員 
2019 種子生産技術研修 8/22 8/23 30 名 ポドール県 NGO（CORAD）指導員および種子生産

者 
2019 種子生産技術研修 8/27 8/28 28 名 種子生産者 
2019 稲作技術研修 9/17 9/17 6 名 SAED バケル支所普及員 
2019 稲作技術研修 9/19 9/19 13 名 SAED マタム支所普及員 
2020 技術普及手法研修 12/16 12/18 22 名 SAED ポドール支所普及員 
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2020 種子生産技術研修 12/19 12/20 34 名 種子生産者、SAED ポドール支所普及員、ポドール

県農業事務所（SDDR）職員 
2020 技術普及手法研修 12/23 12/24 23 名 SAED ダガナ支所普及員 
2020 種子生産技術研修評価ワークショップ 2/26 2/26 21 名 ポドール県 NGO（CORAD）種子生産者 
2020 稲作技術研修（雑草管理） 3/9 3/10 21 名 SAED ダガナ支所普及員 
2020 稲作技術研修（雑草管理） 3/12 3/13 23 名 SAED ポドール支所普及員 

2020 種子生産技術研修 8/11 8/12 24 名 種子生産者、SAED ポドール支所普及員、ポドール

県 SDDR 職員 

2020 種子生産技術研修 8/13 8/14 30 名 種子生産者、SAED ポドール支所普及員、ポドール

県 SDDR 職員 
2020 稲作技術研修 8/18 8/19 31 名 Guede 地区生産者 
2020 稲作技術研修 8/20 8/21 22 名 Guia 地区生産者 
2020 稲作技術研修 8/25 8/26 29 名 Thilee2 地区生産者 
2020 稲作技術研修 8/27 8/28 25 名 Thiofy Suma 地区生産者 
2021 種子生産技術研修 1/12 1/13 40 名 FIGO（ポドール県 NGO）指導員 
2021 種子生産技術研修 1/17 1/18 41 名 Dodel 地区生産者 

【成果 3】（収穫後処理技術） 
2017 籾貯蔵管理運営技術研修 2/13 2/14 22 名 籾倉庫管理運営関係者（ダガナ県およびポドール県） 
2017 大規模精米施設技術研修 7/13 7/14 25 名 大規模精米業者（ダガナ県） 
2017 小規模精米施設技術研修 11/14 11/14 43 名 小規模精米業者（ダガナ県） 
2017 小規模精米施設技術研修 12/4 12/4 26 名 小規模精米業者（ダガナ県） 
2018 籾貯蔵管理運営技術研修 7/24 7/24 25 名 籾倉庫管理運営関係者（ダガナ県） 
2018 籾貯蔵管理運営技術研修 7/25 7/25 22 名 籾倉庫管理運営関係者（ポドール県） 
2018 小規模精米施設技術研修 7/26 7/26 29 名 小規模精米業者（ダガナ県） 
2018 籾水分管理技術研修 8/13 8/13 29 名 SAED ダガナ支所普及員 
2018 籾水分管理技術研修 8/14 8/14 18 名 SAED ポドール支所普及員 
2018 籾水分管理技術研修 11/27 11/27 21 名 SAED ポドール支所普及員 
2018 籾水分管理技術研修 11/29 11/29 23 名 SAED ダガナ支所普及員 
2018 大規模精米施設技術研修 12/8 12/8 21 名 大規模精米業者（ダガナ県） 
2019 小規模精米施設技術研修 4/15 4/15 28 名 小規模精米業者（ダガナ県） 
2019 籾水分管理技術研修 7/10 7/10 21 名 SAED バケル支所普及員 
2019 籾水分管理技術研修 7/12 7/12 22 名 SAED マタム支所普及員 
2019 籾貯蔵管理運営技術研修 8/20 8/20 25 名 籾倉庫管理運営関係者（ダガナ県） 
2019 籾貯蔵管理運営技術研修 8/21 8/21 18 名 籾倉庫管理運営関係者（ポドール県） 
2019 小規模精米施設技術研修 9/11 9/11 22 名 小規模精米業者（ダガナ県） 
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2019 小規模精米施設技術研修 9/12 9/12 22 名 小規模精米業者（ポドール県） 
2019 大規模精米施設技術研修 9/13 9/13 25 名 大規模精米業者（ダガナ県） 
2019 小規模精米施設技術研修 9/17 9/17 17 名 小規模精米業者（ダガナ県） 
2019 籾水分管理技術研修 9/18 9/18 16 名 SAED ポドール支所普及員 
2020 籾水分管理技術研修 2/4 2/4 34 名 SAED ダガナ支所普及員 
2020 籾水分管理技術研修 2/5 2/5 15 名 SAED ポドール支所普及員 
2020 籾水分管理技術研修 2/12 2/12 21 名 SAED バケル支所普及員 
2020 籾水分管理技術研修 2/13 2/13 29 名 SAED マタム支所普及員 
2020 大規模精米施設技術研修 2/20 2/20 26 名 大規模精米業者（ダガナ県） 
2020 小規模精米施設技術研修 2/25 2/25 26 名 小規模精米業者（ダガナ県） 
2020 小規模精米施設技術研修 2/26 2/26 26 名 小規模精米業者（ポドール県） 
2020 籾貯蔵管理運営技術研修 2/27 2/27 14 名 籾倉庫管理運営関係者（ポドール県） 
2020 大規模精米施設技術研修 6/16 6/16 16 名 大規模精米業者（ダガナ県） 
2020 大規模精米施設技術研修 6/17 6/17 11 名 大規模精米業者（ダガナ県） 
2020 籾水分管理技術研修 6/25 6/25 15 名 SAED ダガナ支所普及員 
2020 籾水分管理技術研修 6/29 6/29 16 名 SAED ダガナ支所普及員 
2020 籾水分管理技術研修 6/30 6/30 18 名 SAED ポドール支所普及員 
2020 小規模精米施設技術研修 11/25 11/25 19 名 小規模精米業者（ポドール県） 
2020 小規模精米施設技術研修 11/30 11/30 23 名 小規模精米業者（ダガナ県） 
2021 小規模精米施設技術研修 2/11 2/11 18 名 小規模精米業者（ダガナ県、ポドール県） 

【成果 4】 
2016 農業機械化戦略タスクフォース会合 8/9 8/9 20 名 農業機械サービスプロバイダー、農業金融関係者 
2016 第 1 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（基礎研修） 12/14 12/16 11 名 農業機械サービスプロバイダー 
2016 第 1 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（リフレッシャー研修） 12/19 12/20 12 名 農業機械サービスプロバイダー 
2017 農業機械サービスプロバイダー事業拡大セミナー 1/25 1/25 33 名 生産者組合、農業機械サービスプロバイダー、金融

機関 
2017 農業機械サービスプロバイダー事業拡大セミナー 10/25 10/25 30 名 生産者組合、農業機械サービスプロバイダー、金融

機関 
2017 農業機械化戦略タスクフォース会合 7/12 7/12 23 名 農業機械サービスプロバイダー、 

農業金融関係者 
2017 第 2 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（基礎研修） 8/1 8/3 17 名 農業機械サービスプロバイダー 
2017 第 3 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（基礎研修） 8/28 8/30 18 名 農業機械サービスプロバイダー 
2017 第 2 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（リフレッシャー研修） 11/15 11/16 28 名 農業機械サービスプロバイダー 
2017 修理サービス業者研修 12/13 12/14 10 名 農業機械修理業者 
2018 第 4 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（基礎研修） 1/29 1/31 20 名 農業機械サービスプロバイダー 
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2018 小型農業機械運転講習 7/13 7/14 12 名 農業機械パイロット地区生産者 
2018 第 5 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（基礎研修） 8/1  8/3 16 名 農業機械サービスプロバイダー 
2018 第 3 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（リフレッシャー研修） 8/8 8/9 18 名 農業機械サービスプロバイダー 
2018 修理サービス業者研修 10/16 10/17 11 名 農業機械修理業者 
2018 第 4 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（リフレッシャー研修） 12/11 12/12 21 名 農業機械サービスプロバイダー 
2018 第 4 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（リフレッシャー研修） 12/20 12/21 20 名 農業機械サービスプロバイダー 
2019 第 5 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（リフレッシャー研修） 6/19 6/20 17 名 農業機械サービスプロバイダー 
2019 小型農業機械デモンストレーション 7/23 7/23 26 名 生産者、修理業者、NGO、農業機械サービスプロバ

イダー、専門学校関係者 
2019 小型農業機械デモンストレーション 7/24 7/24 34 名 生産者、修理業者、NGO、農業機械サービスプロバ

イダー、金融機関、農業機械代理店 
2019 第 6 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（基礎研修） 8/6 8/8 9 名 農業機械サービスプロバイダー 
2019 農業機械サービスプロバイダー事業拡大セミナー 9/19 9/20 38 名 生産者組合、農業機械サービスプロバイダー、金融

機関 
2019 修理サービス業者研修 10/3 10/4 10 名 農業機械修理業者 
2019 小型農業機械デモンストレーション 11/6 11/6 16 名 農業機械パイロット地区生産者 
2019 第 7 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（基礎研修） 11/11 11/13 11 名 農業機械サービスプロバイダー 
2019 第 8 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（基礎研修） 11/25 11/27 11 名 農業機械サービスプロバイダー 
2019 ポドール県農業機械サービスプロバイダーネットワーク会合 10/9 10/9 30 名 農業機械サービスプロバイダー 
2020 ポドール県農業機械サービスプロバイダーネットワーク会合 1/2 1/3 34 名 農業機械サービスプロバイダー 
2020 第 9 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（基礎研修） 1/28 1/30 10 名 農業機械サービスプロバイダー 
2020 第 6 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（リフレッシャー研修） 2/18 2/19 12 名 農業機械サービスプロバイダー 
2020 修理サービス業者研修 6/4 6/5 8 名 農業機械修理業者 
2020 第 7 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（リフレッシャー研修） 10/20 10/21 17 名 農業機械サービスプロバイダー 
2020 第 8 回農業機械オペレータ対象 能力強化研修（リフレッシャー研修） 11/5 11/6 15 名 農業機械サービスプロバイダー 
2020 農業機械サービスプロバイダー事業拡大セミナー 10/8 10/10 53 名 生産者組合、農業機械サービスプロバイダー、金融

機関 
2021 第 9 回農業機械オペレータ対象能力強化研修（リフレッシャー研修） 2/4 2/5 12 名 農業機械サービスプロバイダー 
2021 小型農業機械の分解・組み立て講習 6/9 6/9 20 名 生産者組合 

【成果 5】 
2017 二期作栽培暦最終化にかかるワークショップ 10/4 10/4 23 名 パイロット地区生産者（Pont Gendarme、Kassack 

Nord） 
2017 MoU 締結にかかるワークショップ 12/18 12/18 31 名 パイロット地区生産者（Pont Gendarme、Kassack 

Nord） 
2018 MoU 締結にかかるワークショップ 1/9 1/9 24 名 パイロット地区生産者（Ngallenka） 
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2018 乾季作中間評価ワークショップ 5/15 5/16 21 名 パイロット地区生産者（Pont Gendarme） 
2018 乾季作中間評価ワークショップ 5/17 5/18 18 名 パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2018 収穫準備にかかるワークショップ 6/28 6/28 14 名 パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2018 収穫準備にかかるワークショップ 6/29 6/29 25 名 パイロット地区生産者（Pont Gendarme） 
2018 評価ワークショップ 11/14 11/14 43 名 パイロット地区生産者（Pont Gendarme、Kassack 

Nord） 
2018 栽培暦修正にかかるワークショップ 12/19 12/19 23 名 パイロット地区生産者（Pont Gendarme）、SAED 職

員 
2018 栽培暦修正にかかるワークショップ 12/20 12/20 34 名 パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2019 MoU 締結にかかるワークショップ 2/6 2/6 50 名 パイロット地区生産者（Fanaye） 
2019 乾季作評価ワークショップ 6/12 6/13 33 名 パイロット地区生産者（Pont Gendarme） 
2019 乾季作評価ワークショップ 6/19 6/20 45 名 パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2019 乾季作評価ワークショップ 6/25 6/27 51 名 パイロット地区生産者（Fanaye） 
2019 雨季作中間評価ワークショップ 10/8 10/9 37 名 パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2019 雨季作中間評価ワークショップ 11/4 11/5 39 名 パイロット地区生産者（Pont Gendarme） 
2019 収穫準備にかかるワークショップ 11/27 11/27 37 名 パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2019 二期作システム説明にかかるワークショップ（ダガナ県） 12/26 12/26 32 名 二期作普及地区生産者、SAED 職員 
2020 二期作システム説明にかかるワークショップ（ポドール県） 1/8 1/8 19 名 二期作普及地区生産者、SAED 職員 
2020 二期作システムにかかる研修 1/9 1/9 8 名 SAED ポドール支所普及員 
2020 二期作システムにかかる研修 1/14 1/14 10 名 SAED ダガナ支所普及員 
2020 乾季作準備会議 1/31 1/31 34 名 パイロット地区生産者（Pont Gendarme） 
2020 乾季作準備会議 2/4 2/4 25 名 パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2020 乾季作準備会議 2/6 2/6 33 名 パイロット地区生産者（Fanaye） 
2020 乾季作中間評価ワークショップ 5/28 5/28 26 名 二期作普及地区生産者（Pont Gendarme） 
2020 乾季作中間評価ワークショップ 5/29 5/29 32 名 パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2020 乾季作中間評価ワークショップ 6/24 6/24 19 名 パイロット地区生産者（Fanaye） 
2020 雨季作準備会議 7/22 7/22 28 名 パイロット地区生産者（Kassack Nord） 
2020 雨季作中間評価ワークショップ 10/15 10/15 28 名 パイロット地区生産者（Fanaye） 
2021 二期作パイロット事業評価ワークショップ（ポドール県） 2/11 2/11 22 名 生産者、SAED 職員 
2021 二期作パイロット事業評価ワークショップ（ダガナ県） 3/2 3/2 29 名 生産者、SAED 職員 

 



 

添付資料 5 
供与機材実績  



デスクトップパソコン HP Prodesk 400 MT 1 494,420 2016/6/6 稼働中 SAEDに譲与

デスクトップパソコン HP Prodesk 400 MT 1 494,420 2017/11/2 稼働中 SAEDに譲与

ラップトップパソコン HP Probook 450 G2 5 2,301,000 2017/6/6 稼働中 SAEDに譲与

ラップトップパソコン Toshiba R30-A1040 6 2,460,000 2017/6/24 稼働中 SAEDに譲与

プロジェクター EPSON EB S31 1 309,160 2017/5/27 稼働中 SAEDに譲与

プロジェクター EPSON EB S31 2 618,320 2017/11/2 稼働中 SAEDに譲与

カラープリンター Imprimante HP Laser Couleur Enterprise CP 1 1,607,160 2017/5/27 稼働中 SAEDに譲与

カラープリンター HP Laser Pro 400 / MFP476DW 1 371,700 2017/6/13 稼働中 SAEDに譲与

モノクロプリンター Lexmark MS312dn 1 129,800 2016/5/28 稼働中 SAEDに譲与

モノクロプリンター HP LASERJET PRO MFP M225DN 2 509,524 2016/11/2 稼働中 SAEDに譲与

コピー機 CANON IR2202N 1 1,099,760 2016/5/27 稼働中 SAEDに譲与

コピー機 CANON IR 2525 1 1,811,583 2016/11/2 稼働中 SAEDに譲与

ジェネレーター GROUPE ELECTROGEN 2 1,073,800 2016/11/14 稼働中 SAEDに譲与

エアコン Split Marque HAIER BTU 12000 1 300,000 2016/12/31 稼働中 SAEDに譲与

インバーター ONDULEUR 48V – 3.5KVA SU-KAM 1 513,000 2016/10/17 稼働中 SAEDに譲与

インバーター ONDULEUR 48V – 5.0KVA 1 1,167,374 2016/11/14 稼働中 SAEDに譲与

衛星携帯電話 Thuraya XT-LITE 1 110,000 2017/5/10 稼働中 SAEDに譲与

石抜き機 TQSX 56 6 9,618,000 2017/8/6 稼働中 SAEDに譲与

精米選別機 MJP 63x3 6 11,605,110 2017/8/6 稼働中 SAEDに譲与

刈り取り機 4S-120 4 9,600,000 2017/7/9 稼働中 SAEDに譲与

エアコン Split Marque HAIER BTU 12000 2 640,000 2020/10/8 稼働中 SAEDに譲与

プロジェクト車両（4WD） TOYOTA Landcruiser  Prado 6553TTD1 1 25,300,000 2016/7/15 稼働中 SAEDに譲与

プロジェクト車両（4WD） TOYOTA Landcruiser Prado 6507TTD1 1 25,300,000 2016/6/21 稼働中 SAEDに譲与

プロジェクト車両（4WD） TOYOTA Landcruiser Prado 6724TTD1 1 25,300,000 2016/9/30 稼働中 SAEDに譲与

プロジェクト車両（4WD） TOYOTA Landcrusier Prado 6723TTD1 1 25,300,000 2016/9/30 稼働中 SAEDに譲与

プロジェクト車両（4WD） MITSUBISHI PICKUP L200 9660TTD1 1 12,440,000 2019/7/18 稼働中 JICAに返還

供与機材実績

物品名称 規格・品番 取得日
事業終了後の

取扱い
状態個数

取得価格
（FCFA）



 

添付資料 6 
当初 PDM と変更 PDM   



Project Design Matrix (PDM) (Ver.1)
Project Name： The Project for Improvement of Irrigated Rice Productivity in the Senegal River Valley (PAPRIZ2)
Project Period： 5　years from Japanese Experts dispatch Implementation agency: National Company for the Development and Exploitation of the Senegal River Delta, Senegal River and Faleme Valley Lands (SAED)

Version 1
Date: 27 June 2016

Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions

Production and quality of the SRV rice is improved and marketed volumes of the SRV rice is increased. After three years from the Project Completion;
1. Rice production increases by XX% in the SRV.
2. Milling yield(*) increases by XX%.
3. Head rice ratio increases by XX%.
4.The proportion of paddy processed with rice mills which are equiped with rice
grading equipment increases from XX% to XX%.
5. The sales of rice in domestic market increases from XX% to XX%.
(* milling yield =milled rice/paddy)

1.Record of rice millers in the SRV (Sample survey)
2. Report of SAED
3,4,5. Annual report of Ministry of Commerce

Production and quality of rice produced in the target areas in the SRV are improved. At the end of the Project;
1. Rice production in Dagana and Podor increases by XX%.
2. Rate of milling yield(*) increases by XX%.
3. Head rice ratio increases by XX%.

1.Annual report of Dagana and Podor delegations
2,3. Sample survey to rice millers in the target area

1.Price of imported rice does not decrease drastically.
2.Development Partners continue supporting rice
sector.

1 Programs/projects based on the Rice Sector Development Strategy/ Master
Plan (2018-2027) in the SRV is implemented.

1-1.The Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is
validated by MAER.
1-2.Number of identified and approved project based on the Strategy/Master
Plan

1-1. Minutes of meeting of JCC, Approval letter of MAER
1-2. Report of SAED, Report of development partners

2 Irrigation schemes are properly operated and maintained in the target areas. 2-1. XXX unions/ GIE implement the participatory small-scale maintenance
works financed by FOMPI and other funds.
2-2. Irrigable area is extended by XX ha.
2-3. Irrigation cost is reduced by XX %

2-1,2-2,2-3: Baseline survey, Financial records, Pump
operation records

3 Productivity and quality of paddy are improved in the target areas. 3-1 Rice farmers who received training on rice cultivation techniques increase
yield by XXkg/ha.
3-2 The amount of paddy rejected by the rice millers decreased to XX % of the
total.
3-3 XX % of small rice millers trained by the project produces size graded rice.

3-1: Data of SAED Dagana and Podor Delegates
3-2,3-3: Record of rice millers

4 Availability and capacity of agricultural service providers in the target areas are improved. 4-1 Agricultural mechanization strategy in Dagana and Podor is approved by
MAER.
4-2 Number of service providers who provide appropriate services in Dagana
and Podor increases by XX%.

4-1. Letter of approval on the Agricultural mechanization
strategy in Dagana and Podor from MAER
4-2. Service provider list, Result of comparison surveys
between the Base line and End line, Project reports

Activities
1-1. Establish a Task Force for formulating the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan in the SRV. JICA Senegal Natural disaster does not affect target areas.

1-2. Draft a Rice Sector Development Strategy/ Master Plan.

1-3. Share and validate the strategy/ Master Plan with related stakeholders.

2-1. Support long-term sustainable management of Union/GIEs.

2-2. Disseminate participatory approach in the implementation for small-scale maintenance of irrigation
scheme financed by FOMPI and other funds.

2-3. Promote rational irrigation water management.

3-1. Provide training on rice cultivation techniques based on the PAPRIZ extension guide and SAED manual.

3-2. Implement activities for disseminating quality rice seed in Podor department.

3-3. Improve paddy quality after harvest.

3-4. Conduct the capacity building for large scale rice millers.

3-5. Conduct the capacity building for small scale rice millers.

4-1. Study the current situation of agricultural mechanization to develop a strategy for future promotion in the
target areas.

4-2. On the basis of the strategy, identify and apply technical specifications of agricultural machineries in
accordance with agronomic conditions in the target areas.

4-3. Conduct training for service providers  (farmers unions/GIE, agricultural machinery service providers) on
business and technical skills in the target areas.

4-4. Establish networks for farmers unions and agricultural machinery service providers.

4-5. Facilitate and support the service providers in expanding business in the department of Podor.

4-6. Facilitate the service providers to access existing funds and credits.

Project Purpose

Outputs Trained agriculture advisor continues to work in SAED.

Inputs

(1)Dispatched of Experts:
1) Team Leader / Rice Promotion Strategy
2) Co-Team Leader / Irrigation Scheme Management / Water Management
3) Rice Cultivation
4) Capacity Building / Institution Building / Agricultural Machinery (1)
5) Irrigation Development Plan
6) Post-harvest / Agricultural Machinery (2)
7) Entrepreneurship promotion
8) Training/Extension
9) Distribution / Marketing
10) Project Coordination / Training / Extension (Assistant) / Rice Cultivation
      (Assistant)

(2) Provision of Counterpart Training:
Trainings in Japan and/or third countries as necessary

(3) Facilities/Equipment
Project Vehicles, office equipment, agricultural machinery (20 to 30 small local
graders) and other necessary equipment

(4) Local Cost
Local cost for project activities

(1) Counterparts
1) Director of Directorate of Rural Development and support for
Communities (DDAC)
2), 5) Head of the Division of Studies and Works, Directorate of
Planning and Hydro-agricultural Facilities (DAIH)
3) Rice Programme Manager
4) Head of Division of Support for the Professionalization
(DAP),  DDAC
6) Research Officer, DAP
7) Technical Advisor/Small and Medium Enterprises
8) Head of Division of the Conception of Methods and Tools
(DMOC)
9) Research Officer, DAP

(2) Project Office(s)
Saint-Louis and Podor

(3) Expenditures related to project activities

Pre-conditions

1. Security situation in Senegal and neighbouring
countries does not get worse.
2. Economic condition in Senegal does not get worse
seriously.
3. National policy for rice promotion in Senegal is not
drastically changed.

Target Area: Departments of Dagana and Podor Target Group: Rice farmers, rice millers, agricultural machinery manufacturers, agricultural machinery service providers, mechanics and farmer
organizations in the target areas

Narrative Summary
Overall Goal:



Project Design Matrix (PDM) (Ver.2)
Project Name： The Project for Improvement of Irrigated Rice Productivity in the Senegal River Valley (PAPRIZ2) Version 2
Project Period： 5　years from Japanese Experts dispatch Implementation agency: National Company for the Development and Exploitation of the Senegal River Delta, Senegal River and Faleme Valley Lands (SAED) Date: 7 December 2017

Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions

Production and quality of the SRV rice is improved and marketed volumes of the SRV rice is increased. Three years after the Project Completion in the SRV;
1. Rice production increases by XX%.
2. Milling yield(*) increases by XX%.
3. Head rice ratio increases by XX%.
4.The proportion of paddy processed with rice mills which are equipped with
rice grading equipment increases from XX% to XX%.
5. The sales of rice in domestic market increases from XX% to XX%.
(* milling yield =milled rice/paddy)

1.Record of rice millers in the SRV (Sample survey)
2. Report of SAED
3,4,5. Annual report of Ministry of Commerce

Production and quality of rice produced in the target areas in the SRV are improved. At the end of the Project in Dagana and Podor;
1. Rice production increases by XX%.
2. Rate of milling yield(*) increases by XX%.
3. Head rice ratio increases by XX%.

1.Annual report of Dagana and Podor delegations
2,3. Sample survey to rice millers in the target area

1.Price of imported rice does not decrease drastically.
2.Development Partners continue supporting rice
sector.

1 Programs/projects based on the Rice Sector Development Strategy/ Master
Plan (2018-2027) in the SRV is implemented.

1-1.The Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is
validated by MAER.
1-2.Number of identified project based on the Strategy/Master Plan
1-3.Number of approved project based on the Strategy/Master Plan

1-1. Minutes of meeting of JCC, Approval letter of MAER
1-2. Report of SAED, Report of development partners

2 Irrigation schemes are properly operated and maintained in the target areas. 2-1. Maintenance works coverage is improved in target irrigation scheme.
2-2. Farmers technical capacity in water management is improved in target
site.
2-3. Irrigation cost is reduced by XX %

2-1,2-2,2-3: Baseline survey, Financial records, Pump operation records

3 Productivity and quality of paddy are improved in the target areas. 3-1 Rice farmers who received training on rice cultivation techniques increase
yield by XXkg/ha.
3-2 The amount of paddy rejected by the rice millers decreases by XX % of the
total.
3-3 XX % of small rice millers trained by the project produces size graded rice.

3-1: Data of SAED Dagana and Podor Delegates
3-2,3-3: Record of rice millers

4 Availability and quality of services provided by agricultural service providers in the target areas are
improved.

4-1 80% of service providers in Dagana and Podor attend the training session
on operation/driving, maintenance and management of the agricultural
machineries organized by the Project
4-2 x% of GIE in the pilot sites satisfies availability and quality of the services
provided by service providers
4-3 x% of service providers providing services in the pilot sites have
confidence in availability and quality of their own services

4-1 Inventory list and Attendance list of training
4-2 Result of interview after cropping season
4-3 Result of interview after cropping season

Activities
1-1. Establish a Task Force for formulating the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan in the SRV. JICA Senegal Natural disaster does not affect target areas.

1-2. Draft a Rice Sector Development Strategy/ Master Plan.

1-3. Share and validate the strategy/ Master Plan with related stakeholders.

2-1. Support long-term sustainable management of Union/GIEs.

2-2. Disseminate participatory approach in the implementation for small-scale maintenance of irrigation
scheme.

2-3. Promote rational irrigation water management.

3-1. Provide training on rice cultivation techniques based on the PAPRIZ extension guide and SAED manual.

3-2. Implement activities for disseminating quality rice seed in Podor department.

3-3. Improve paddy quality after harvest.

3-4. Conduct the capacity building for large scale rice millers.

3-5. Conduct the capacity building for small scale rice millers.

4-1. Conduct training for service providers  (farmers unions/GIE, agricultural machinery service providers) on
business and technical skills in the target areas.

4-2. Establish networks for farmers unions and agricultural machinery service providers.

4-3. Facilitate and support the service providers in expanding business in the department of Podor.

4-4. Facilitate the service providers to access existing funds and credits. 〈Issues and countermesures 〉

Inputs

(1)Dispatched of Experts:
1) Team Leader / Rice Promotion Strategy
2) Co-Team Leader / Irrigation Scheme Management / Water Management
3) Rice Cultivation
4) Capacity Building / Institution Building / Agricultural Machinery (1)
5) Irrigation Development Plan
6) Post-harvest / Agricultural Machinery (2)
7) Entrepreneurship promotion
8) Training/Extension
9) Distribution / Marketing
10) Project Coordination / Training / Extension (Assistant) / Rice Cultivation
      (Assistant)

(2) Provision of Counterpart Training:
Trainings in Japan and/or third countries as necessary

(3) Facilities/Equipment
Project Vehicles, office equipment, agricultural machinery (20 to 30 small local
graders) and other necessary equipment

(4) Local Cost
Local cost for project activities

(1) Counterparts
1) Director of Directorate of Rural Development and support for
Communities (DDAC)
2), 5) Head of the Division of Studies and Works, Directorate of Planning
and Hydro-agricultural Facilities (DAIH)
3) Rice Programme Manager
4) Head of Division of Support for the Professionalization (DAP),  DDAC
6) Research Officer, DAP
7) Technical Advisor/Small and Medium Enterprises
8) Head of Division of the Conception of Methods and Tools (DMOC)
9) Research Officer, DAP

(2) Project Office(s)
Saint-Louis and Podor

(3) Expenditures related to project activities

Pre-conditions
1. Security situation in Senegal and neighbouring
countries does not get worse.
2. Economic condition in Senegal does not get worse
seriously.
3. National policy for rice promotion in Senegal is not
drastically changed.

Project Purpose

Outputs Trained agriculture advisor continues to work in SAED.

Target Area: Departments of Dagana and Podor Target Group: Rice farmers, rice millers, agricultural machinery manufacturers, agricultural machinery service providers, mechanics and farmer organizations in the target areas
Narrative Summary

Overall Goal:



Project Design Matrix (PDM) (Ver.3)
Project Name： The Project for Improvement of Irrigated Rice Productivity in the Senegal River Valley (PAPRIZ2) Version 3
Project Period： 5　years from Japanese Experts dispatch Implementation agency: National Company for the Development and Exploitation of the Senegal River Delta, Senegal River and Faleme Valley Lands (SAED) Date: 28 January 2019

Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions

Production and quality of the SRV rice is improved and marketed volumes of the SRV rice is
increased.

Three years after the Project Completion in the SRV compared with 2015;
1. Rice production increases by 8%.
2. Milling yield(*) increases by at least 1%.
(* milling yield =milled rice/paddy)
3. The proportion of paddy processed with rice mills which are equipped with rice grading equipment increases from XX% to XX%.
4. The sales of SRV rice in domestic market increases from XX ton to XX ton.
5. Cropping intensity of rice increases by 5%.

1,5: Report of SAED
2: Record of rice millers in the SRV (Sample survey)
3,4. Annual report of Ministry of Commerce

Production and quality of rice produced in the target areas in the SRV are improved. At the end of the Project in Dagana and Podor compared with 2015;
1. Rice production increases by 4%.
2. Milling yield(*) increases by at least 1%.
(* milling yield =milled rice/paddy)
3. Cropping intensity of rice increases by 2%.

1,3. Annual report of Dagana and Podor delegations
2. Sample survey to rice millers in the target area

1.Price of imported rice does not decrease
drastically.
2.Development Partners continue
supporting rice sector.

1 Programs/projects based on the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan (2018-
2027) in the SRV is implemented.

1-1. The Task Force for the Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is established and functions properly.
1-2. The Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is validated by MAER.
1-3. Results on the activities on Output 2 to Output 5 are capitalized.

1-1: Minutes of Task Force Meeting
1-2: Minutes of meeting of Validation Meeting, Approval
letter of MAER
1-3: Mission Letter of SAED, Annual Action Plan of
SAED

2 Irrigation schemes are properly operated and maintained in the target areas. 2-1. 70% of GIEs which received trainings/workshops on maintenance of irrigation schemes prepare a maintenance plan.
2-2. Ten (10) GIEs establish maintenance fund for small scale maintenance.
2-3. 60% of GIEs which prepare a maintenance plan implement maintenance of irrigation schemes.
2-4. Irrigation cost is reduced by 5%.

2-1: Interview survey
2-2: Interview survey
2-3: Monitoring result
2-4: Electric bill

3 Productivity and quality of paddy are improved in the target areas. 3-1. Rice farmers who received guidance on rice cultivation techniques from SAED's agricultural advisors increase yield by 5%.
3-2. Monitoring and extension system for disseminating appropriate irrigated rice cultivation techniques by the Project is validated and
utilized by SAED.
3-3. Information on rice varieties is disseminated to the rice farmers of 20 GIEs/Unions in the Podor department.
3-4  50% of the seed multiplicators in Podor department who received technical training on seed production adopt the recommended
seed production techniques.
3-5. The number of warehouses which properly control moisture content of paddy increases.
3-6. 80% of large scale rice millers, who participated in the training workshop on maintenance, adjustment, and repair of rice processing
equipment in the target area, increase rice milling yield.
3-7. 50% of the small scale rice millers who received training on rice processing techniques by the Project improve the quality of milled
rice.
3-8. The six (6) small rice millers who were provided with rice grading equipment by the Project properly sort out milled rice by size.
3-9. The six (6) small rice millers who were provided with rice grading equipment by the Project increase the quantity of milled rice for
marketing.

3-1: Data of SAED Dagana and Podor Delegations
3-2: Report of the Project
3-3,3-4: DRDR Saint Louis
3-5: Result of monitoring
3-6, 3-7, 3-8, 3-9: Interview survey with rice millers

4 Availability and quality of services provided by agricultural service providers in the target
areas are improved.

4-1. 80% of agricultural machinery service providers in Dagana and Podor attend the training session of the project on driving,
maintenance and operation/management of agricultural machinery.
4-2. 90% of members of GIE in each pilot site satisfy availability and quality of the services provided by agricultural machinery service
providers.
4-3. All agricultural machinery service providers providing services in the pilot sites pass the skill check about agricultural machinery.
4-4. The tractor's work area of agricultural machinery service providers providing services in pilot sites increases by 5%.
4-5. The quantity of paddy paid to agricultural machinery service providers providing harvesting services by combine harvesters in pilot
sites increases by 5%.

4-1: Inventory list and Attendance list of training
4-2: Result of interview after cropping season
4-3: Report of the Project
4-4: Result of interview after cropping season
4-5: Result of interview after cropping season

5 System for double cropping of rice is disseminated in the target areas. 5-1. Efficient rice double cropping system is established.
5-2. Five (5) Unions receive trainings on the system for double cropping of rice.
5-3. Two (2) irrigation schemes except the pilot sites by the Project apply the system for double cropping of rice.

5-1: Double cropping plan of rice, Report of CNCAS on
annual loan
5-2: Report of the Project
5-3: Data of SAED Dagana and Podor Delegations

Project Purpose

Outputs Trained agriculture advisor continues to
work in SAED.

Target Area: Whole Senegal River Valley for Output 1; Departments of Dagana and Podor
for Output 2-5

Narrative Summary
Overall Goal:

Target Group: Rice farmers, rice millers, agricultural machinery manufacturers, agricultural machinery service providers, mechanics and farmer organizations in the target areas



Activities
1-1. Establish a Task Force for formulating the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan in

the SRV.
JICA Senegal Natural disaster does not affect target

areas.
1-2. Draft a Rice Sector Development Strategy/ Master Plan.

1-3. Share and validate the strategy/ Master Plan with related stakeholders.

1-4. Support SAED in implementing the programs/projects of the Master Plan.

2-1. Support long-term sustainable management of Union/GIEs.

2-2. Disseminate participatory approach in the implementation for small-scale maintenance of
irrigation scheme.

2-3. Promote rational irrigation water management.

3-1. Provide training on rice cultivation techniques based on the PAPRIZ extension guide and
SAED manual.

3-2. Implement activities for establishing solid system on extension and monitoring of irrigated
rice cultivation at SAED

3-3. Implement activities for disseminating quality rice seed in Podor department.

3-4. Implement activities for improving paddy quality management techniques.

3-5. Conduct the capacity building for large scale rice millers.

3-6. Conduct the capacity building for small scale rice millers.

4-1. Conduct training for service providers  (farmers unions/GIE, agricultural machinery service
providers) on business and technical skills in the target areas.

4-2. Establish networks for farmers unions and agricultural machinery service providers.

4-3. Facilitate and support the service providers in expanding business in the department of
Podor.

4-4. Facilitate the service providers to access existing funds and credits.

5-1. Develop a system for double cropping of rice.

5-2. Promote the system of double cropping of rice.

(1)Dispatched of Experts:
1) Team Leader / Rice Promotion Strategy
2) Co-Team Leader / Irrigation Scheme Management / Water Management
3) Rice Cultivation
4) Capacity Building / Institution Building / Agricultural Machinery (1)
5) Irrigation Development Plan
6) Post-harvest / Agricultural Machinery (2)
7) Entrepreneurship promotion
8) Training/Extension
9) Distribution / Marketing
10) Project Coordination / Training / Extension (Assistant) / Rice Cultivation
      (Assistant)

(2) Provision of Counterpart Training:
Trainings in Japan and/or third countries as necessary

(3) Facilities/Equipment
Project Vehicles, office equipment, agricultural machinery (6 sets of destones and rice grading machines with peripheral facilities, 4 sets
of small reapers, 8 set of weeder machines and 60 sets of portable grains moisture meter) and other necessary equipment

(4) Local Cost
Local cost for project activities

(1) Counterparts
1) Director of Directorate of Rural Development and
support for Communities (DDAC)
2), 5) Head of the Division of Studies and Works,
Directorate of Planning and Hydro-agricultural Facilities
(DAIH)
3) Rice Programme Manager
4) Head of Division of Support for the
Professionalization, DCAP
6) Research Officer, DCAP
7) Technical Advisor/Small and Medium Enterprises
8) Head of Division of the Conception of Methods and
Tools, DCAP
9) Research Officer, DCAP

(2) Project Office(s)
Saint-Louis and Podor

(3) Expenditures related to project activities

Pre-conditions
1. Security situation in Senegal and
neighboring countries does not get worse.
2. Economic condition in Senegal does not
get worse seriously.
3. National policy for rice promotion in
Senegal is not drastically changed.

Inputs



Project Design Matrix (PDM) (Ver.4)
Project Name： The Project for Improvement of Irrigated Rice Productivity in the Senegal River Valley (PAPRIZ2) Version 4
Project Period： 5　years from Japanese Experts dispatch Implementation agency: National Company for the Development and Exploitation of the Senegal River Delta, Senegal River and Faleme Valley Lands (SAED) Date: 12 December 2019

Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions

Production and quality of the SRV rice is improved and marketed volumes of the SRV rice is
increased.

Three years after the Project Completion in the SRV compared with 2015;
1. Rice production increases by 8%.
2. Milling yield(*) increases by at least 1%.
(* milling yield =milled rice/paddy)
3. The proportion of paddy processed with small rice mills which are equipped with rice grading equipment reaches 10%.
4. More than 70% of rice millers trained by PAPRIZ2 and SAED feel the increase of dealing amount of rice produced in the SRV.
5. Cropping intensity of rice increases by 5%.

1,5: Report of SAED
2: Record of rice millers in the SRV (Sample survey)
3: Interview survey with rice millers and LBA
4: Interview survey with rice value chain actors

Production and quality of rice produced in the target areas in the SRV are improved. At the end of the Project in Dagana and Podor compared with 2015;
1. Rice production increases by 4%.
2. Milling yield(*) increases by at least 1%.
(* milling yield =milled rice/paddy)
3. Cropping intensity of rice increases by 2%.

1,3. Annual report of Dagana and Podor delegations
2. Sample survey to rice millers in the target area

1.Price of imported rice does not decrease
drastically.
2.Development Partners continue
supporting rice sector.

1 Programs/projects based on the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan (2018-
2027) in the SRV is implemented.

1-1. The Task Force for the Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is established and functions properly.
1-2. The Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is validated by MAER.
1-3. Results on the activities on Output 2 to Output 5 are capitalized.

1-1: Minutes of Task Force Meeting
1-2: Minutes of meeting of Validation Meeting, Approval
letter of MAER
1-3: Mission Letter of SAED, Annual Action Plan of
SAED

2 Irrigation schemes are properly operated and maintained in the target areas. 2-1. 70% of GIEs which received trainings/workshops on maintenance of irrigation schemes prepare a maintenance plan.
2-2. Ten (10) GIEs establish maintenance fund for small scale maintenance.
2-3. 60% of GIEs which prepare a maintenance plan implement maintenance of irrigation schemes.
2-4. Irrigation cost is reduced by 5%.

2-1: Interview survey
2-2: Interview survey
2-3: Monitoring result
2-4: Electric bill

3 Productivity and quality of paddy are improved in the target areas. 3-1. Rice farmers who received guidance on rice cultivation techniques from SAED's agricultural advisors increase yield by 5%.
3-2. Monitoring and extension system for disseminating appropriate irrigated rice cultivation techniques by the Project is validated and
utilized by SAED.
3-3. Information on rice varieties is disseminated to the rice farmers of 20 GIEs/Unions in the Podor department.
3-4  50% of the seed multiplicators in Podor department who received technical training on seed production adopt the recommended
seed production techniques.
3-5. The number of warehouses which properly control moisture content of paddy increases.
3-6. 95% of the rice millers from ARN who attended the training on maintenance, adjustment and reparation of the milling tools apply the
recommended techniques properly.
3-7. 50% of the small scale rice millers who received training on rice processing techniques by the Project improve the quality of milled
rice.
3-8. The six (6) small rice millers who were provided with rice grading equipment by the Project properly sort out milled rice by size.
3-9. The six (6) small rice millers who were provided with rice grading equipment by the Project increase the quantity of milled rice for
marketing.

3-1: Data of SAED Dagana and Podor Delegations
3-2: Report of the Project
3-3,3-4: DRDR Saint Louis
3-5: Result of monitoring
3-6, 3-7, 3-8, 3-9: Interview survey with rice millers

4 Availability and quality of services provided by agricultural service providers in the target
areas are improved.

4-1. 80% of agricultural machinery service providers in Dagana and Podor attend the training session of the project on driving,
maintenance and operation/management of agricultural machinery.
4-2. 90% of members of GIE in each pilot site satisfy availability and quality of the services provided by agricultural machinery service
providers.
4-3. All agricultural machinery service providers providing services in the pilot sites pass the skill check about agricultural machinery.
4-4. The tractor's work area of agricultural machinery service providers providing services in pilot sites increases by 5%.
4-5. The quantity of paddy paid to agricultural machinery service providers providing harvesting services by combine harvesters in pilot
sites increases by 5%.

4-1: Inventory list and Attendance list of training
4-2: Result of interview after cropping season
4-3: Report of the Project
4-4: Result of interview after cropping season
4-5: Result of interview after cropping season

5 System for double cropping of rice is disseminated in the target areas. 5-1. Efficient rice double cropping system is established.
5-2. Five (5) Unions receive trainings on the system for double cropping of rice.
5-3. Two (2) irrigation schemes except the pilot sites by the Project apply the system for double cropping of rice.

5-1: Double cropping plan of rice, Report of CNCAS on
annual loan
5-2: Report of the Project
5-3: Data of SAED Dagana and Podor Delegations

Target Area: Whole Senegal River Valley for Output 1; Departments of Dagana and Podor
for Output 2-5 Target Group: Rice farmers, rice millers, agricultural machinery manufacturers, agricultural machinery service providers, mechanics and farmer organizations in the target areas

Narrative Summary
Overall Goal:

Project Purpose

Outputs Trained agriculture advisor continues to
work in SAED.



Activities
1-1. Establish a Task Force for formulating the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan in

the SRV.
JICA Senegal Natural disaster does not affect target

areas.
1-2. Draft a Rice Sector Development Strategy/ Master Plan.

1-3. Share and validate the strategy/ Master Plan with related stakeholders.

1-4. Support SAED in implementing the programs/projects of the Master Plan.

2-1. Support long-term sustainable management of Union/GIEs.

2-2. Disseminate participatory approach in the implementation for small-scale maintenance of
irrigation scheme.

2-3. Promote rational irrigation water management.

3-1. Provide training on rice cultivation techniques based on the PAPRIZ extension guide and
SAED manual.

3-2. Implement activities for establishing solid system on extension and monitoring of irrigated
rice cultivation at SAED

3-3. Implement activities for disseminating quality rice seed in Podor department.

3-4. Implement activities for improving paddy quality management techniques.

3-5. Conduct the capacity building for large scale rice millers.

3-6. Conduct the capacity building for small scale rice millers.

4-1. Conduct training for service providers  (farmers unions/GIE, agricultural machinery service
providers) on business and technical skills in the target areas.

4-2. Establish networks for farmers unions and agricultural machinery service providers.

4-3. Facilitate and support the service providers in expanding business in the department of
Podor.

4-4. Facilitate the service providers to access existing funds and credits.

5-1. Develop a system for double cropping of rice.

5-2. Promote the system of double cropping of rice.

Inputs

(1)Dispatched of Experts:
1) Team Leader / Rice Promotion Strategy
2) Co-Team Leader / Irrigation Scheme Management / Water Management
3) Rice Cultivation
4) Capacity Building / Institution Building / Agricultural Machinery (1)
5) Irrigation Development Plan
6) Post-harvest / Agricultural Machinery (2)
7) Entrepreneurship promotion
8) Training/Extension
9) Distribution / Marketing
10) Project Coordination / Training / Extension (Assistant) / Rice Cultivation
      (Assistant)

(2) Provision of Counterpart Training:
Trainings in Japan and/or third countries as necessary

(3) Facilities/Equipment
Project Vehicles, office equipment, agricultural machinery (6 sets of destones and rice grading machines with peripheral facilities, 4 sets
of small reapers, 8 set of weeder machines and 60 sets of portable grains moisture meter) and other necessary equipment

(4) Local Cost
Local cost for project activities

(1) Counterparts
1) Director of Directorate of Rural Development and
support for Communities (DDAC)
2), 5) Head of the Division of Studies and Works,
Directorate of Planning and Hydro-agricultural Facilities
(DAIH)
3) Rice Programme Manager
4) Head of Division of Support for the
Professionalization, DCAP
6) Research Officer, DCAP
7) Technical Advisor/Small and Medium Enterprises
8) Head of Division of the Conception of Methods and
Tools, DCAP
9) Research Officer, DCAP

(2) Project Office(s)
Saint-Louis and Podor

(3) Expenditures related to project activities

Pre-conditions
1. Security situation in Senegal and
neighboring countries does not get worse.
2. Economic condition in Senegal does not
get worse seriously.
3. National policy for rice promotion in
Senegal is not drastically changed.



Project Design Matrix (PDM) (Ver.5)
Project Name： The Project for Improvement of Irrigated Rice Productivity in the Senegal River Valley (PAPRIZ2) Version 5
Project Period： 5　years from Japanese Experts dispatch Implementation agency: National Company for the Development and Exploitation of the Senegal River Delta, Senegal River and Faleme Valley Lands (SAED) Date: 4 February 2020

Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions

Production and quality of the SRV rice is improved and marketed volumes of the SRV rice is
increased.

Three years after the Project Completion in the SRV compared with 2015;
1. Paddy production increases by 8%.
2. Milling yield(*) increases by at least 1%.
(* milling yield =milled rice/paddy)
3. The proportion of paddy processed with small rice mills which are equipped with rice grading equipment reaches 10%.
4. More than 70% of rice millers trained by PAPRIZ2 and SAED feel the increase of dealing amount of rice produced in the SRV.
5. Cropping intensity of rice increases by 5%.

1,5: Report of SAED
2: Record of rice millers in the SRV (Sample survey)
3: Interview survey with rice millers and LBA
4: Interview survey with rice value chain actors

Production and quality of rice produced in the target areas in the SRV are improved. At the end of the Project in Dagana and Podor compared with 2015;
1. Paddy production increases by 4%.
2. Milling yield(*) increases by at least 1%.
(* milling yield =milled rice/paddy)
At the end of the Project, particularly after the double-cropping projects, in Dagana and Podor compared with the beginning of the
projects;
3. Cropping intensity of rice increases by 2%.

1,3. Annual report of Dagana and Podor delegations
2. Sample survey to rice millers in the target area

1.Price of imported rice does not decrease
drastically.
2.Development Partners continue
supporting rice sector.

1 Programs/projects based on the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan (2018-
2027) in the SRV is implemented.

1-1. The Task Force for the Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is established and functions properly.
1-2. The Rice Sector Development Strategy/Master Plan in the SRV is validated by MAER.
1-3. Results on the activities on Output 2 to Output 5 are capitalized.

1-1: Minutes of Task Force Meeting
1-2: Minutes of meeting of Validation Meeting, Approval
letter of MAER
1-3: Mission Letter of SAED, Annual Action Plan of
SAED

2 Irrigation schemes are properly operated and maintained in the target areas. 2-1. 70% of GIEs which received trainings/workshops on maintenance of irrigation schemes prepare a maintenance plan.
2-2. Ten (10) GIEs establish maintenance fund for small scale maintenance.
2-3. 60% of GIEs which prepare a maintenance plan implement maintenance of irrigation schemes.
2-4. 70% of GIEs which have trainings decrease the irrigation costs by 5%

2-1: Interview survey
2-2: Interview survey
2-3: Monitoring result
2-4: Electric bill

3 Productivity and quality of paddy are improved in the target areas. 3-1. Rice farmers who received guidance on rice cultivation techniques from SAED's agricultural advisors increase yield by 5%.
3-2. Monitoring and extension system for disseminating appropriate irrigated rice cultivation techniques by the Project is validated and
utilized by SAED.
3-3. Information on rice varieties is disseminated to the rice farmers of 20 GIEs/Unions in the Podor department.
3-4  50% of the seed multiplicators in Podor department who received technical training on seed production adopt the recommended
seed production techniques.
3-5. 70% of the warehouses properly control moisture content of paddy.
3-6. 95% of the rice millers from ARN who attended the training on maintenance, adjustment and reparation of the milling tools apply the
recommended techniques properly.
3-7. 70% of the small-scale rice millers who received training on rice processing techniques by the Project satisfy the knowledge transfer
from the Project.
3-8. The six (6) small rice millers who were provided with rice grading equipment by the Project properly sort out milled rice by size.
3-9. The six (6) small rice millers who were provided with rice grading equipment by the Project increase the quantity of milled rice for
marketing.

3-1: Data of SAED Dagana and Podor Delegations
3-2: Report of the Project
3-3,3-4: DRDR Saint Louis
3-5: Result of monitoring
3-6, 3-7, 3-8, 3-9: Interview survey with rice millers

4 Availability and quality of services provided by agricultural service providers in the target
areas are improved.

4-1. 80% of agricultural machinery service providers in Dagana and Podor attend the training session of the project on driving,
maintenance and operation/management of agricultural machinery.
4-2. 70% of members of GIE in each pilot site satisfy availability and quality of the services provided by agricultural machinery service
providers.
4-3. 80% of the agricultural machinery service providers providing services in the pilot sites pass the skill check about agricultural
machinery.
4-4. All private service providers in pilot sites can complete the business agreement.

4-1: Inventory list and Attendance list of training
4-2: Result of interview after cropping season
4-3: Report of the Project
4-4: Result of interview after cropping season
4-5: Result of interview after cropping season

5 System for double cropping of rice is disseminated in the target areas. 5-1. Efficient rice double cropping system is established.
5-2. Five (5) Unions receive trainings on the system for double cropping of rice.
5-3. Two (2) irrigation schemes except the pilot sites by the Project apply the system for double cropping of rice.

5-1: Double cropping plan of rice, Report of CNCAS on
annual loan
5-2: Report of the Project
5-3: Data of SAED Dagana and Podor Delegations

Project Purpose

Outputs Trained agriculture advisor continues to
work in SAED.

Target Area: Whole Senegal River Valley for Output 1; Departments of Dagana and Podor
for Output 2-5 Target Group: Rice farmers, rice millers, agricultural machinery manufacturers, agricultural machinery service providers, mechanics and farmer organizations in the target areas

Narrative Summary
Overall Goal:



Activities
1-1. Establish a Task Force for formulating the Rice Sector Development Strategy/ Master Plan in

the SRV.
JICA Senegal Natural disaster does not affect target

areas.
1-2. Draft a Rice Sector Development Strategy/ Master Plan.

1-3. Share and validate the strategy/ Master Plan with related stakeholders.

1-4. Support SAED in implementing the programs/projects of the Master Plan.

2-1. Support long-term sustainable management of Union/GIEs.

2-2. Disseminate participatory approach in the implementation for small-scale maintenance of
irrigation scheme.

2-3. Promote rational irrigation water management.

3-1. Provide training on rice cultivation techniques based on the PAPRIZ extension guide and
SAED manual.

3-2. Implement activities for establishing solid system on extension and monitoring of irrigated
rice cultivation at SAED

3-3. Implement activities for disseminating quality rice seed in Podor department.

3-4. Implement activities for improving paddy quality management techniques.

3-5. Conduct the capacity building for large scale rice millers.

3-6. Conduct the capacity building for small scale rice millers.

4-1. Conduct training for service providers  (farmers unions/GIE, agricultural machinery service
providers) on business and technical skills in the target areas.

4-2. Establish networks for farmers unions and agricultural machinery service providers.

4-3. Facilitate and support the service providers in expanding business in the department of
Podor.

4-4. Facilitate the service providers to access existing funds and credits.

5-1. Develop a system for double cropping of rice.

5-2. Promote the system of double cropping of rice.

Inputs

(1)Dispatched of Experts:
1) Team Leader / Rice Promotion Strategy
2) Co-Team Leader / Irrigation Scheme Management / Water Management
3) Rice Cultivation
4) Capacity Building / Institution Building / Agricultural Machinery (1)
5) Irrigation Development Plan
6) Post-harvest / Agricultural Machinery (2)
7) Entrepreneurship promotion
8) Training/Extension
9) Distribution / Marketing
10) Project Coordination / Training / Extension (Assistant) / Rice Cultivation
      (Assistant)

(2) Provision of Counterpart Training:
Trainings in Japan and/or third countries as necessary

(3) Facilities/Equipment
Project Vehicles, office equipment, agricultural machinery (6 sets of destones and rice grading machines with peripheral facilities, 4 sets
of small reapers, 8 set of weeder machines and 60 sets of portable grains moisture meter) and other necessary equipment

(4) Local Cost
Local cost for project activities

(1) Counterparts
1) Director of Directorate of Rural Development and
support for Communities (DDAC)
2), 5) Head of the Division of Studies and Works,
Directorate of Planning and Hydro-agricultural Facilities
(DAIH)
3) Rice Programme Manager
4) Head of Division of Support for the
Professionalization, DCAP
6) Research Officer, DCAP
7) Technical Advisor/Small and Medium Enterprises
8) Head of Division of the Conception of Methods and
Tools, DCAP
9) Research Officer, DCAP

(2) Project Office(s)
Saint-Louis and Podor

(3) Expenditures related to project activities

Pre-conditions
1. Security situation in Senegal and
neighboring countries does not get worse.
2. Economic condition in Senegal does not
get worse seriously.
3. National policy for rice promotion in
Senegal is not drastically changed.
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